
SB14(第 70図 )

調査区東の山際に位置し、南西約 7mに は SB13がある。主軸は南北方向 (N28° W)で、身舎の

規模は桁行 3間 (約 4.8m、 柱間 1.6m)、 梁間 2間 (約 3.3m、 柱間 1.65m)で ある。身舎の面積

は 15.84ぷ である。柱穴は 11本で楕円形である。直径は 28～ 60 cnl、 深さは 10～ 80 cmである。柱

痕等は認められなかった。SB13同様急斜面に位置するが、柱穴底面のレベルはほぼ同じで、四隅の

柱穴が他より深くなっている。

SB15(第 71図 )
SBllの南西約 4mに位置する。建物の主軸は東西方向 (N l16° W)で、身舎の規模は桁行 3間

(約 4.85m、 柱間 1.25m)、 梁間 2間 (約 3.25m、 柱間 1.3m)で ある。身舎の面積は 15。 76ぽである。

南西 llF」の柱穴は SD03内 に重なっている。また、SD03は SB15の南面に接するように溝が掘られて

おり、SB15の南西隅で途切れているため、SB15内から谷へ排出するための溝である可能性も考え

られる。

表 26 古代堀立柱建物跡―覧表

遺構番号 規模 (間 ) 廂 方向

桁 (rn) 梁 (m)

棟方位
総面積
(ぽ )

柱穴状態

備考
実長
(廂込)

柱間
実長
(廂込)

柱間
柱数

(本 )
径 (cm) 深 (cm)

S801 2× 3 な し 肩専Jヒ N6° E 18.96 44^′ 80 34′ ′ヽ80
柱痕 28 om

縄文土器 0

土師甕片

SB02 2× 3? な し 肩可Jヒ N3° E 40-80 26′ ′ヽ80 調査EXI外
へ

土師器片

SB03 2× 1 東 1面 東西 N85° W 20.77 42-70 24-70 弥生から古
墳の土器片

SB04 2× 2 な し 肩覇Jヒ N6° E 11.88 30-74 24′-64

南側柱穴な
し

土師甕片、

弥生から古

墳の土器片

S805 2× 1? な し 肩可Jヒ N34° W 23.92 40へ′62 20-42

SB06 2× 3 75Jヒ1面 東西 3.64 1.82 N127° W 26.57 32～ 42 16-60 土師器片
・

弥生土器片

SB08 2× 3 な し 東西 N123° W 12.88 20-38 20^′ 42

S809 1× 2 な し 東西 N l14° W 10.92 26へ′30 10^′ 22

SB10 2× 3 な し 東西 N104° W 15.54 34^′ 50 24-60

SBll 2× 3 な し 東西 4.06 1.35 N l12° W 14.21 26-60 10^′ 90

SB13 2× 2 な し 肩苺Jヒ N41° W 15.6 24^′ 42 24^′ 76 総柱

SB14 2× 3 な し 肩苺』ヒ N28° W 15.84 28-60 10-80 弥生から古
墳の土器片

SB15 2× 3 な し 東西 4.85 3.25 N l16° W 15,76 28^′ 42 14^′ 42
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1:黄色軽石をほとんど含まない黒色微粘質 シル ト土
2:黄色軽石とⅥ a層 ブロックをところどころに含む黒色粘質 シル ト土
2':暗褐色粘質 シル ト土 +黄色軽石ブロック
3:灰
4:黄色軽石を含む黒色粘質 シル ト上 +3ブ ロック
4':黄 色軽石を含む黒色粘質シル ト土

5:黄色軽石をほとんど含まない黒褐色粘質シル ト土

0                     2m
1:黄色軽石を多 く含む黒色弱粘質 シル ト土

| ::嚢量騒喜:参 T曇暑輩箇履蓬書)青卜土
4:黄色軽石をやや多 く含む黒色微粘質 シル ト土
5:黄色軽石を多 く含む黒色微粘質 シル ト土
6:黄色軽石をやや多 く含む黒褐色微粘質 シル ト土
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⑤竪穴状遺構

星原遺跡では竪穴状遺構が 1軒、M-9区から検出されている。規模は 2m× 2mの 隅丸方形で、

深さは検出面から15cmである。たまたま畝状遺構の観察用に残 した南北方向のベル トにかかってお

り、Va層 とVb層の境あたりから掘り込まれたものと思われ、堀込面からの深さは 35 cnlと なって
いる。埋土はVa層が主体となっており、床上からは焼土と思われる淡黄色のブロック (2 cnl× 2 cln)
を全体的に含んでいる。竪穴状遺構の中心には 50cm× 40 cmの 円形の土坑があり、土坑の深さは 15

cm程である。土坑内の埋土は焼止や炭化物の粒が多く混じり、また、3 cm程 の灰の塊をブロック状に

含んでいた。遺構は南北方向に主軸を持つ (N29° W)。 これはSB10 0 11と 非常に似た軸を持って

いるが、SBll内 の SC12は畝状遺構によって切 られているため、両者が同時性を持つのであれば、

SA07は これらより後に構築されたものある。SA07と 同時性を持つ可能性が一番高いのは SF05と

言うことになる。竪穴状遺構には柱穴が南北に 2本認められ、2本の柱穴には柱痕が認められた。柱

痕部分の埋土は何れもVa層であった。また、北側の柱の床面にあたる部分は硬くたたき締められて
いたと思われる。

⑥土坑

星原遺跡では大小 100基ほどの上坑が検出された。その大半が古代の遺物包含層である黒色土を
理土とするもので、一部土坑上部にⅡ層の文明軽石を埋土とするものが見られた。各土坑の時期につ

いては止坑内の出土遺物が少なく、何れも小片が多いため特定することはできなかった。

土坑は調査区北側の微高地と調査区中央を縦断する谷の両側の微高地、調査区西側 (「か」区)の

掘立柱建物跡の南部に集中する。用途 0機能の想定される土坑は少ないが、その規模や、形態から以

下のように分けられる。

①平面形態が円形か楕円形で、断面が台形状を是する平底

②平面が円形か楕円で、断面がU字状の丸底

③平面が半月状を呈 し、断面は柱穴状

④平面 。断面が不正形

⑤平面は楕円や不正形であるが、土坑底面は平底で、なおかつ柱穴状の落ちがある

⑥平面は隅丸方形で、土坑底面は平底

特に①の浅 く小型のものは調査区西側に多く、③ e④は調査区東側の山際に多く見られる。

埋土は以下のように分けた。

A:V層 黒色土を主体とし御池軽石を多く含む岸一層
B:V層黒色土およびⅥ層褐色上を主体とし御池軽石を含むもの
C:V層 黒色土と御池軽石が交互に認められるもの
D:V層 黒色土を主体とし、ブロック状にⅥ層やⅨ層を含むもの
E:III層文明軽石を上層に認めるもの

「か」区の掘立柱建物跡群の周辺では計 7基の上坑が検出された。SC01～ 08ま では掘立柱建物跡

群の南側を中心に検出された。

SC01(第 72図)は長軸約 2.2m、 短軸約 1.8m、 深さ約 1.3mの平面楕円形で、断面が台形である。

検出面がVII層であるため実際の深さは 2m前後と思われる。埋止は土坑脇に御池軽石を含む黒色土が

あり、それを切る形で再度堀込が認められる。この掘り込みの最下層には御池軽石を主体とするV層

黒色上が認められ、それより上層はV層黒色土を主体に御池軽石が満遍なく含まれている。土坑内か

らは、表面に刷毛日、裏面に削りを残す土師器甕片や、土坑を掘った際に持ち上げられたと思われる

弥生土器片等が出上 している。

SC02(第 72図)は長軸 1.6m、 短軸 1.lm、 深さ 1.3mの掘り込み上部がやや袋状に反り返る。平

面は楕円形である。XI層のアカホヤ火山灰層まで掘り込まれており、御池軽石を含む黒色土と砂交
じりの御池軽石層がほぼ交互に堆積している。上坑内からは土師器と思われるの小片が出上している。

SC03(第 72図 )は楕円形で、東側にテラスを持つ。このテラスによって SC04は切 られている。
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長軸 2.7m、 短軸 1.6m、 深さ 1.3mで、埋土はVb層を主体とする所々に御池軽石やⅥ層のブロック
を含んでいる。土坑内からは土師器の小片が出上している。

SC04(第 72図)は楕円形で、底部は丸底である。長軸 3m、 短車由1.5m、 深さ 1.3mである。埋土
はVb層を主体とし御池軽石層を所々挟んでいる。土坑内からは黒色土器の小片が出土 している。
SC05(第 72図)は楕円形の平面に断面平底の上坑である。南東隅に直径約 30 cm、 深さ 50crrLの
柱穴がある。土坑の規模は長軸 2.lm、 短軸 1.7m、 深さ 0。9m(柱穴を除く)で ある。埋土は最上層
に文明軽石が見られ、下層は黒色土と黒褐色土からなる。

SC06(第 72図)は SB01と 03の間に位置し、長軸 1.8m、 短軸 1.511rl、 深さ 0.7mの楕円形の浅い
皿状の土坑である。埋土はVb層を主体として御池軽石を多く含む。土坑内からは土師器杯底部 (第
79図 498)が出上 している。この他 SC07 0 SC08は SC06に 類似 し、より浅い。SC07か らは土師器

甕の回縁部 (第 87図 661)が出土 している。

谷中央部に見られる土坑は少ないが、SC48(第 72図)は 」-11区に位置し、長軸 1.4m、 短軸 1.4m、
深さ 1.3mの平面円形・断面丸底の土坑である。SF04が この上面で見つかっている。埋土は黒色土
を主体とし、中からは炭化 したドングリが少数ではあるが出土 している。SC19(第 75図)は谷中部
○-9区に位置する。長軸 lm、 短軸 0.7m、 深さ0.3mで、断面台形で平底である。SC50(第 75図 )
は長軸 0。 7m、 短軸 0.6m、 深さ 0.lmで黒色土を埋土とする隅丸方形の土坑である。

谷部東側の山際で多く見られるのは③ O④ O⑤である。SC72(第 72図)は楕円形の断面はテラス
を持つが丸底の②である。長軸 1.4m、 短軸 lm(調査区外へ伸びる)深さ 1.7mで ある。埋土は下
層がⅥ層の主体でVb層 ブロックを含み、上層はVb層中にVI層 ブロックが入る。下層からは須恵器
片 (第 89図 666に接合)な どが出土 している。
SC79089094096は④である。SC79(第 74図)は山際にあり、長軸 3m、 短軸 1.8m、 深さ 0.5mで、
中央が盛り上がる。SC89(第 73図)は長軸 1.7m、 短軸 1.3m、 深さ 0.5mでかなり不定形である。
SC94(第 73図)は長軸 2.4m、 短軸 1.3m、 深さ 1.6mでかなり大型である。SC 690 740 85は⑤
で、SC69(第 73図)は長軸 2.8m、 短軸 1.7m、 柱穴状の底面までの深さは 1.5mである。東側は
平底である。埋土は上層に文明軽石、下層は御池軽石を含む黒色土である。弥生から宙墳にかけての

土器が出土している。SC74が長軸 1.8m、 短軸 1.3m、 底面の深さ 0.4mで柱穴状の底面を入れると

lmである。SC85は長軸 1.9m、 短軸 lm、 底面の深さ 0.7mで柱穴状の底面を入れると 1.2mあ る。
SC83084071は③である。何れも山際の斜面に平行するように位置する。SC83(第 74図)は長軸 4.4
m、 短軸 0。 9m、 柱穴状の深さは 1.7mで、北側と南側に 2箇所柱穴状の落ちがある。SC84(第 74図 )
は北から南に向かって柱穴状の落ちが 2箇所ある。長軸 4.3m、 短軸 0.9m、 柱穴状の底面までの深

さは 1.5mで ある。埋土は黒色土、褐色土がブロック状に入り混じる。SC71は長軸 2.5m、 短軸 0.9 rn、

深さ 0.6mである。SC77(第 74図 )も③である。長軸 3.lm、 短軸 2m、 南側の柱穴状の底面まで
の深さは 1.9mで ある。御池軽石まで北側から斜めに深く掘り込まれている。

調査区中央の谷を挟んだ西側と調査区北西部に多く見られるのは①および②である。SC80081(第
75図)は SA05南東、SF05と SF06の Fn3に あたる部分に位置する。SC81は SF06を掘り下げ後に検
出している。何れも黒色土を主体とした埋土に御池軽石が多く含まれている。SC80は長軸 lm、 短

軸 0。 9m、 深さ 0。2mで平底である。SC81は長軸 0。 9m、 短軸 0。 9m、 深さ0.2mで平底である。
SC55 0 56(第 75図)は調査区西端に位置 し、黒色土を埋土とする。検出面が下がっていたため、
残存状況は悪 く、長軸 1.2m、 短軸 1.lm、 深さ 0。 lmの平底である。SC56は長軸 0。 5m、 短軸 0.5
m、 深さ 0.02mで、隅丸方形の平底である。SC21(第 73図)は FttG-8区に位置し、長軸 1.95m、
短軸 1.85m、 深さ 0.3mの平面楕円形、断面が浅い皿状を呈 している。埋土は最下層に御池軽石を多

く含む暗褐色土で、主体はV層黒色上に御池軽石を多く含むものである。SC22・ 240380(第 75図 )
は調査区北西に位置し、平面は隅丸方形で土坑底面は平底である。SC22が、長軸 1.9m、 短軸 1.9m、

深さ 0。 lmである。SC24は長軸 1.lm、長軸 0.9m、 深さ 0。 1である。SC38は長軸 0.8m、短軸 0.8m、
深さ 0.02mで ある。何れも埋土はV層黒色土を主体とし、御池軽石を多く含んでいる。
SC99は SF10の東端に位置し、SF10を破壊 している。長軸 1.3m、 短軸 1.Om、 深さ0.2mである。
埋土はVb層主体で上層がⅥ a層を主体としている。
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表 27 土坑一覧表

遺構番号 区
長軸
(m)

短軸
(m)

深さ

(m)
埋 土 形 態 遺物 遺構番号 区

長軸
(rn)

短軸
(rll)

深さ

(m)
埋 土 形態 遺物

SC01
Q… 2

Q…3
B ①

土師器甕 。

土師器片他
SC56 L… 9 0.02 A ⑥

SC02
Q… 2

Q-3
C ② SC57 L-9 B ⑥

SC03 Q-3 BC ② 土師器片他 SC58 K… 9 B ②

SC04 Q-3 BC ② 土師器片他 SC59 L-9 A ①

SC05 R‐3 B ⑤ 土師器片他 SC60 M-9 0,06 A ①

SC06 P-4 A ②
土師器底部

他
SC61 L‐ 10 0.04 A ①

SC07 P‐ 3 A ② 土師器片 SC64 K‐ 9 B ②

SC08 0-8 1 A ② 土師器片 SC69
P… 8

Q… 8
E ⑤

SC19 0-9 1 A ① SC70 P-9 E ④

SC20 K‐ 11 A ② SC71 0… 9 E ③ 弥生土器

SC21
F… 8

G‐ 8
1,95 1.85 B ① SC72 0-9 E E

須恵器 0土

器片

SC22 G‐8 B ⑥ SC73 0‐ 10 1 0.06 D ②

SC23 G‐ 8 1 A ② SC74
0-9
0-10

1 D ⑤ 弥生土器

SC24 G… 8 A ⑥ 土師器片 SC77 A/1… 10 D ③

SC25 H…8 A ① SC79 L¨ 11 D ④

SC28 B ① SC80 M… 8 1 A ①

SC33 K-9 1 A ② SC81 M… 8 A ① 土師器片

SC34 K-9 1 A ⑥ SC83 M‐ 11 D ③

SC35 K-9 B ④ SC84 N‐ 10 ③ 弥生土器

SC36 F… 9 A ① SC85 N-10 1 D ⑤

SC37
］
９

・
９

Ｆ

Ｇ
A ① SC86 0… 9 D ⑤ 弥生土器

SC38 F-9 B ⑥ SC87 H… 10 D ④

SC41 G-8 B ④ SC88 H-11 D ①

SC42 G‐ 8 A ② SC89 0‐ 9 B ④

SC43 G‐ 8 A ② SC93 0‐ 9 E ④

SC44 G-8 A ② SC94 P-7 D ④

SC45 G-8 B ④ 縄文土器 SC95 O… 9 A ②

SC46 H-8 A ② SC96
0… 9

0-10
1 B ④

SC48 」-11 B ② SC97 0-10 D ⑤

SC50 」‐11 A ⑥ SC98 O… 10 1 A ④

SC51 」‐11 A ② SC99 H-12 1 B ②

SC55 K-8 A ⑥
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3.包含層出土遺物
①土師器

星原遺跡では谷部を中心に多量の土師器が出上 している。器種としては琢 。婉 0甕 0鉢である。本

来は底径 。器高 0回径から然と境を区分するものであるが、完形品が少ないためここでは基本的に高

台のつかないものを不、高台のつくものを婉とした。

杯 (第 77図～ 79図 ):底径の大きさでいくつかのまとまりがある。基本的に調整は内外面ともナデ
が施されているが、内面にミガキを施すミガキ ?も認められた。また、ヘラケズリの痕を残すものと、

残さないものがあり、また、内面に渦巻きのナデ痕が残るもの、内面中央が窪むもの、持ち上がるも

のなどがある。底部の切り離 しはベラ切り後ナデを施すものが多い。中にはヘラを差し込んだ痕を残

すものもある。

445～ 451は外に開きなが ら丸みをもって立ち上がるもので底径は 5。 5cm以上である (第 77
図)。 445は 国径 12cm、 底径 5.8crrl、 器高 4.8 clnで ある。体部にヘラケズリの痕を残す。446は 園径
11.6cm、 底径 6cm、 器高 4.8cmで ある。外面は底部からやや丸みを持って立ち上がる。内面の立ち

上がりはやや急角度である。447は 回径 12cm、 底径 5。 8cm、 器高 4.5 clnで ある。底部からやや丸み

を持って立ち上がる。448は 回径 11.6cm、 底径 5。 8crn、 器高 4.3 cnlで ある。体部に比べ底部が薄い。
449は底径 6.4cmで ある。内面のヘラケズリの回転は時計回りである。450は底径 6.5cmで、内面は

丁寧に磨かれており、破損後にススが所々付着している。451は底径 7.2cmで、底部中心が非常に薄
い。452は底径 5.4cmで、内面に粘土紐の痕を反時計回りに残す。453は底径 5.6cm。 底部外端が開き、

内面の立ち上がりは急角度である。底部切り離しの回転方向は時計回り。454は底径 5。5cmで、底部
には反時計回りの渦巻状のヘラ切り痕が残る。455は底径 6.4 clllで、内面見込みに渦巻状のナデが残
る。456は底径 5.7crnで 、内面ナデ方向は時計回り。457は底径 5.9cm。 外面にススが付着している。
458は底径 6.OcrrLで 、体部外面に時計回りのヘラケズリの痕を明瞭に残す。459は底径 6.2cmで、内

面の立ち上がりは急角度。460は底径 5.7 clllで、底部には粘土紐の痕が残る。体部外面は間隔の狭い
ヘラケズリの痕が残る。461は底径 5。 8 clllで、内面見込みには時計回りのナデ痕が渦巻状に残り、中

央が窪む。462は底径 5。 6crnで、内面には点状に褐色の顔料が残る。体部外面は全体的にススが付着
し、底部を含めミガキが見られる。463は体部内面見込みに褐色の顔料が所々認められ、 ミガキが施
されている。464は底径 10cmと 非常に大きい。内面はミガキが施されている。底部の切り離 しは不
明瞭である。465は底径 9.Oclrnと非常に大きい。内面の立ち上がりは急角度である。
466～ 492は底径が 5.5cm以下のものである (第 78図 )。 立ち上がりは丸みを持って外に開くもの

と外反 しながら外に開くものがある。466は 回径 11.6 clll、 器高 5。 2 clll、 底径 5.O clllで ある。圏縁部に

向かい非常に薄く作 られる。内面見込みには時計回りの渦巻状のナデが認められる。体部外面にはヘ

ラケズリの痕を、内面には時計回りの渦巻状のナデ痕が残る。467は国径 11.2crrl、 底径 5。 Ocm、 器高
4.7crllで ある。内面見込みは渦巻状のナデの後に中央の窪みを消すように中央部だけ横にナデている。

また、褐色の顔料と思われるものが内面には付着 している。中位に粘土紐の継ぎ目が一部残される。

468は 回径 11.8cm、 底径 5。 2cm、 器高 4.9cmで ある。内面見込みには時計画りの渦巻状ナデが残る。
469は 回径 12.OcrrL、 底径 4.6cm、 器高 5。 lcmで ある。底部からの立ち上がりは外反 し、一旦段をも
つような形で外に大きく開くものである。内面見込みは渦巻状にナデが残り、回転方向は時計回りで

ある。470・ 471・ 472、 480～ 484、 487～ 491、 も内面に渦巻状のナデが残る。
47304740477は 磨耗が激しい。4940495、 4970498は内面に渦巻状のナデ痕が残る。47504760478
は内外面にススが付着する。479は内面中央が窪む。485は底径 4.4 clnで ある。486は月台土が粗い。492は

底径 6.O cnlで、外面にススが付着する。493は底面にヘラを差し込んで切り離した痕が残る。496は底部
に切り離しの痕が明瞭に残り、内面には渦巻状のナデ痕が残る。口径 11.7 cnl、 器高 4.5 cm、 底径 5。 2 cm

である。499は回径 10。 7 cm、器高 4.3 clll、 底径 5.3 clllで ある。501・ 502は底部に切り離しの痕を明瞭に残す。

503～ 511は底部を欠いている。503は EIl径 18.O cnlの 大琢かと思われる。504は直線的に立ち上がる。

回径 16.O clll。 505・ 5080511は小ぶりで丸味を持つ。506は内面にミガキが施され、外面にはススが
付着する。507は 内外面にススが付着する。509は 回径 13.4 cnlで ある。510は丸味を持って立ち上がり、
口縁部で外反する。
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婉 (第 80図～ 83図 ):ハ の字に開く高台を持つものと、円盤状の高台を貼り付けたものがあり、円

盤高台にはまっすぐとした柱状のものと、下方が外に張り出すものがある。

512～ 532は柱状の円盤高台婉である。底径 6.O clll前後のものが最も多い。512は日径 15.O clll、 器高 6。 2

cm、 底径 6.Ocrnで ある。外面にヘラケズリの痕を明瞭に残すもので、高台貼り付け部は丁寧にナデが

施される。513は底径 6.6 cmで ある。底部にヘラ切りの痕が明瞭に残り、体部へは直線的に立ち上がる。

514は 内面にススが付着 し、底面にはヘラ切りの痕が残る。回径 12.7 clll、 器高 5.5 clll、 底径 6.O clnで

ある。5150517は内面中央が持ち上がる。518は内面に粘土継ぎ目が認められる。519は内外面にス

スが付着 し520は内面に赤色顔料が付着する。521は底部切り離 しの際の工具痕が残る。52305260

527は 内面にススが残り円盤高台が厚い。52405250531は 内面にナデの渦巻きが反時計回りに残る。

528は高台の接合痕が残る。529・ 532は底径に対 し高台が厚 く、接合部は丁寧にナデられる。

533～ 556は張出の円盤高台婉である。底径 6.5 cm前後のものや、 7 clnを 超えるものが多い。533

は底径 7.8 cm、 高台高 1.2cmと 厚い円盤高台を貼り付けている。内面中央がやや窪む。534は内面に

スス状の付着物 ?が認められ、内面にはヘラケズリの痕跡が渦巻状に残る。底径 7.7 clllで ある。535

は内外面ともミガキが施される。体部は丸味を持ち、底部は上げ底である。高台の接合痕が残り、摘

み出されたように外に張り出す。536は器面がにぶい橙を呈す。537は総れた高台から直線的に立ち

上がる。底径は 7.O cln。 538は内面に渦巻状のナデ痕が残る。底径 6.7 cnlで ある。539は外面に高台

の接合痕が残り、内面には粘土接合痕が残る。540は鮮やかな橙を呈し、底部中央が上げ底状に持ち

上がる。5410554は反時計回りに内面にナデ痕が残る。542は内外にススが付着し、体部は直線的に

立ち上がる。543は高台接合痕が残る。54405450546は 底部中央が上げ底状にやや窪む。5470556

はやや厚い円盤高台を貼り付け高台から直線的に立ち上がる。底部内面にはナデ痕が反時計回りに渦

巻状に残され、黄自色の付着物が認められる。高台の接合部は丁寧にナデられる。548は薄 く外に張

り出した高台からやや丸みを持って立ち上がり、回縁端部が外反する。胎土には赤褐色の鉱物を多く

含んでいる。5490551は底部中央が盛り上がり、やや上げ底状である。5500553は反時計回りのナ

デが施され、高台接合痕が残る。

557～ 607は高台付婉である。底径は 7.O cmを超えるものが多い。557・ 5580559は 内面にミガキが

施され、557は外面に、558は 内外面に (外面は高台破損後に)、 559は高台内外面にススが付着する。

557は 国径 16.O cnlで ある。560は 内面にススが付着する。口径 15.O clll、 器高 7.2 cnl、 底径 9.O cm、 高

台高は 1.9 cmで ある。56105680579は内面にミガキが施されミガキ婉と思われるが、黒色土器の可能

性もある。568は 口縁端部が外反する。579は 中央が窪み胎土は硬質である。563は垂直気味の厚い高

台で、回縁端部が薄い。口径 14.3 cm、 器高 6.5 cln、 底径 8.2 cm、 高台高 1.5cmである。564は 内面に赤

色顔料が付着する。565は日縁部内面にヘラケズリの痕が明瞭に残り、外面にススが付着する。口径

13.l cnl、 器高 7.O cm、 底径 7.35 cm、 高台高 2.O clllで ある。566は胎土に砂を多く含む。内外面にスス

が付着 し、中央が盛り上がる。回径 13.O clnで ある。570・ 573は 内面にミガキが施され、内面にスス

が付着する。570は 国径 10.4 clllで ある。574は高台貼付けの際のナデが反時計回りに底部外面に認め

られる。576は接合痕が残り、577は 内面中央が窪む。578は SC07出土で、磨耗が激 しく、高台の粘

土継ぎ目が残る。580は 内面にミガキが施され、ススが付着する。581は高台高が 2.O clnと 他に比べ高

い。582は厚く短い高台で、高台内面に接合痕が残る。583は底部内外面に亀裂が入る。584は直線的

に外に大きく開くもので、高い高台が付く。内面はミガキが施される。口径 16.2 cln、 器高 7.2 cnl、 底

径 8.8 cln、 高台高 2.3 cmで ある。58505860588は 内面上部にヘラケズリの痕を明瞭に残すもののミガ

キが施され、内外面にススが付着する。586は底部外面に指頭調整痕がのこる。5870592・ 593は底部

外面に高台接合時のナデが反時計回りに残る。589は外面にヘラケズリの痕を残す。590は外面にスス

が付着する。591は 内面にミガキが施される。口径 15.O cnlで ある。594は外面にススが付着する。596

は高台接合痕が残り、特に高台内面は明瞭である。また、底部内外面に亀裂が入る。597は高台が高

く外に大きく開き、高台接合痕が残る。598は外面ににぶい橙色の付着物が認められる。599は 内面

にスス状の付着物が認められる。600は 内面にミガキを施す。6010602は 内面中央が窪み亀裂が入る。

603は内面中央が窪み外面にスス状の付着物が認められる。604は高台接合の際の工具によるオサエが

残る。605は硬質な胎土で内面はミガキが施される。607の高台は薄く、器面内面にはススが付着する。
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表 28 宙代遺物観察表①

図版番号 出土区 出土層 器種
調 整

底部切離
色調

胎土 備考
外面 内面 内面 外面

L-9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽもヽ1登

(7.5YR7/4)

橙
(7.5YR6/6)

赤褐色鉱物

口径 :12.O cm

器高 :4.8 cm

底径 :5.8 om

L… 9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(7.5YR7/6)

橙
(7.5YRフ /6)

黒色 0赤 褐
色鉱物

囲径 :11.6 cm

器高 :4.5 cm

底径 :6.O om

0… 9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽい1登

(5YR7/4)

に応ヽもヽ1澄

(5YR7/4)
黒色鉱物

IIl径 :12.O cm

器高 :4.5 cm

底径 :5.8 cm

K-11 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
灰白色
(2.5Y7/1)

灰白色
(2.5Y7/1)

あま り含ま

ない

国径 :11.6 cm

器高 :5.O cm

底径 :4.3 om

」‐11 V 琢 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

あま り含 ま
ない

底径 :6.4 cm

A/1…8 V 郊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物 底径 :6.5 cm

」‐10

K‐ 10

K‐ 11

V 堺 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽもヽ1澄

(7.5YR7/4)

に応ミい1隆

(7.5YR7/4)

黒色 0赤 褐
色鉱物

底径 :7.2 cm

452
N-9
N‐ 10

V 林 ナ デ ナ デ ヘ ラ
灰白色
(10Y8/2)

灰白色
(10Y8/2)

黒色 。赤褐
色鉱物

底径 :5.4 cm

K… 10 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒色鉱物 底径 :5.6 cm

」‐11 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色 0赤 褐
色鉱物

底径 :5.5 cm

N‐9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物 底径 :6.4 cm

0-9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒色 0赤 褐
色鉱物

底径 :5.7 cm

h/1…9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物 底径 :5.9 cm

M-9 V 琢 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物 底径 :6.O om

L… 9 V 琢 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR8/7)

橙
(5YR8/7)

黒色鉱物 底径 :6.2 om

M…8 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR6/6)

橙
(5YR6/6)

黒色鉱物 底径 :5,7 cm

N-9 V 塚 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 底径 :5,8 cm

J-11 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 底径 :5.6 cm

0-7 V 堺 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色 。赤褐
色鉱物

底径 :6.3 cm

P-2 V 杯 ? ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色 。赤褐
色鉱物

底径 :10.O om

高台高 :0.6 cm

N-8 V 杯 ? ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色 0赤 褐
色鉱物

底径 :9.O cm
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表 29 古代遺物観察表②

図版番号 出土層 器種
調整

底部切離
色調

胎土 備考
画 工 姿

外面 内面 内面 外面

471

472

473

474

L-10 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR7/6)

橙
(5YR7/6)

黒色 0赤 褐
色鉱物

口径 :11.6 cm

器高 :5,2 cm

底径 :5.O om

N-9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物

口径 :11.2 cm

器高 :4,7 cm

底径 :5.O om

L-10 V 不 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

あまり含ま

ない

口径 :11.8 om

器高 :4,9 cm

底径 :5.2 om

M… 9 V 堺 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽもヽ1瞳

(7.5YR7/4)

にらヽもヽ橙

(7.5YR7/4)
黒色鉱物

口径 :12.O cm

器高 :4.6 cm

底径 :5.l om

M… 8 V 林 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽもヽ1登
(7.5YR7/4)

にぶもヽ橙

(7.5YR7/4)

あま り含ま

ない

口径 :10.9 cm

器高 :4.4 cm

底径 :5,l om

N-10 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽい1登

(ア .5YR7/4)
にらヽもヽ橙

(7.5YR7/4)

あま り含ま

ない

径
高

径

口
器
底

10.4 cm

3.7 cm

4.9 cm

V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物 底径 :4.8 om

L-10

K-10
V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ

灰色

(10RY8/2)
灰色

(10RY8/2)
黒色鉱物 底径 :4.5 om

N-9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙

(10YR8/3)
あま り含ま

ない
底径 :4.6 cm

A/1… 8 V 沐 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 底径 :5.5 cm

」…11 V 不 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物
底径 :4.9 om

内外面スス

R/1-8 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽもヽ1置

(7.5YR6/4)

に応ヽい1饉

(7.5YR6/4)
黒色鉱物 底径 :4.8 cm

M… 9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽい1騒
(7.5YR7/4)

にぶもヽ橙

(7.5YR7/4)
黒色鉱物 底径 :5.O om

」-11 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
灰白色

(10Y8/2)

灰白色
(10Y8/2)

黒色鉱物 底径 :4.8 om

J… 11 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物多 底径 :4.8 om

L-10 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
灰自色
(10Y8/2)

灰白色
(10Y8/2)

黒色鉱物多 底径 :4.7 cm

K-11 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 底径 :4.5 cm

SA04 V 琢 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物多 底径 :4.5 cm

J… 11

K… 10
V 堺 ナ デ ナ デ ヘ ラ

にぶい黄橙
(10YR7/2)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

黒色鉱物 底径 :4.5 cm
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墨書土器 (第 85図 608～ 614):星原遺跡からは 7点の墨警土器が見つかっている。うち 2点が黒色

土器に、残りは土師器に墨書が認められた。608を除けば全て破片である。墨書は全て体部外面に認
められた。

608は柱状円盤高台付外である。遺跡から出土 した中でも特に器高に対 し回径が大きく、口径 12.7

cm、 器高 4。 l cnl、 底径 5.8 cmである。体部外面に正位で書かれ、「向」と思われる。

60906110613は「上」と正位で体部外面に書かれている。611は「丘」の可能性もある。610は
回縁直下に正位で書かれ、「大」であると思われる。612は回縁直下に正位で書かれ、「元」かと思わ

れる。614は不明であるが正位で上から下にはらわれている。

黒色土器 (第 85図 615～ 642):すべて黒色土器A類である。器種は不 0婉である。特に境が多 く、
高台接合部に工具痕を残すものが認められた。ただし6150616・ 62002050623に ついては黒色土器
ではなくミガキ婉の可能性もある。

61506160619は不で、内面はミガキが施される。6150616は他の黒色土器に比べ炭素の吸着が薄
く、部分的に認められないところもあるためミガキを施 した婉である可能性がある。617・ 618は張

出しの円盤高台婉で、617は縦方向にミガキが施される。620は底径 6.O clllで ある。621は高台付婉で、

内面に横方向のミガキを施す。回径 12.5 cm、 器高 6.2 clll、 底径 7.2 cm、 高台高 1.3 cmで ある。624は

丸味を帯びる。625は底部内面に放射状にミガキを施 し、体部内面は横方向のミガキを施す。627は

外面にススが付着する。底径 4.9 cmである。624062906300632・ 6330635は 底部に高台接合時のナ

デが残る。634は底部にヘラの切り離しの痕が残る。底径 6.O cmである。

636～ 641は高台接合部に工具によるオサエの痕が斜めに残される。この工具痕は高台接合後につ

けられたもので、636は刻目状に付けられている。底径 8.O cm、 高台高 1.4 clllで ある。637～ 641は

底径 6.0～ 6.6 cIIIで、高台高は 1.0～ 1.2 cmで ある。6390640は 3つずつ前後につけられる。
642は 日径 17.6 cnl、 器高 6.O cnl、 底径 7.O clllで ある。内面にミガキを施すもので、丸味を持つ。

土師器甕 (第 87図 643～ 652、 655～ 665):星原遺跡から出土 した甕は、胴部調整が縦ハケのもの

と胴部調整が横ハケのものに分けられる。前者には回径が 29 cm～ 33cmの大型 (643～ 647・ 655)と 、
圏径 24.4cmの 中型 (648)と 、口径 19～ 20cmの小型 (651・ 6520959)が ある。後者は回径 23～
25cmの中型 (649065006560657)で ある。

表 30 古代遺物観察表③

図版番号 出土区 出土層 器種
調整

底部切離
色調

胎土 備考
外面 内面 内面 外面

V 塚 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 腫こイ蚤 :4.4 cm

Ю

・
９

Ｍ

Ｎ
V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ

に応ヽい1澄
(7.5YR6/4)

にぶい橙
(7.5YR6/4)

黒色鉱物多 底径 :4.8 cm

487
L‐ 10

K-10
V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ

にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 底径 :4.9 cm

M‐ 9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR6/6)

橙
(5YR6/6)

あま り含ま
ない

底径 :4,8 om

489 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物 底径 :4.8 om

0‐ 9 V 椰 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒 。褐色鉱
物

底径 :5.9 cm

V 堺 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物 底径 :5.3 cm

N-8 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物 底径 :6.O cm
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表 31 吉代遺物観察表④

図版番号 出土層 器種
調整

底部切離
色 調

胎土 備考
画 上 隆

外面 内面 内面 外面

K-10 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽい1登

(7.5YR7/4)

に応ヽもヽ1澄

(7.5YR7/4)
黒色鉱物

底径 :6.O om

高台高 :0.3 cm

K-10
K-11

V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物
底径 :6.4 om

高台高 :0.4 cm

0-9 V 坪 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒 0褐 色鉱
物

底径 :6.2 cm

高台高 :0,6 cm

L-9 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物

口径 :11′7 cm

器高 :4.5 cm

底径 :5.2 cm

高台高 :0,4 cm

N… 10 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい1陛
(5YR7/3)

にらヽもヽ1澄

(5YR7/3)

黒

物
灰色鉱 底径 :6.O om

高台高 :0.4 cm

SC06 V 坪 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽい1登

(7.5YR8/4)

にらヽい1燈

(7.5YR8/4)
黒色鉱物多

底径 :5,7 cm

高台高 :0.4 cm

M-8 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR7/6)

橙
(5YR7/6)

黒 0褐 色鉱
物多

口径 :10,7 cm

器高 :4.3 om

底径 :5,3 om

高台高 :0.5 om

500 SC72 V 杯 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(7.5YR7/6)

橙
(7.5YR7/6)

黒色鉱物多
底径 :5,4 om

高台高 :0.2 cm

P… 1 V 不 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽい1登

(7.5YR7/4)

にらヽい1澄

(7.5YR7/4)
黒色鉱物

底径 :5.9 cm

高台高 :0.5 cm

L… 9 V 塔 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい1陛
(7.5YR7/4)

に応ヽい1澄

(7.5YR7/4)
黒色鉱物 底径 :5.5 cm

SA05 V 不か塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(7.5YR7/6)

に応ヽもヽ1澄

(7.5YR6/4)

黒 0褐 色鉱
物多

口径 :18.O om

M…9

N-9
V 杯か婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ

浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物 Ell径 :16.O cm

N/1-9 V 坪か坑 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR6/3)

にぶい黄橙
(10YR6/3)

あま り含ま

ない
口径 :11.6 cm

H-10 Vl a 塔か婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(7.5YR7/6)

にあヽい橙

(7.5YR7/4)

黒 0褐 色鉱
物多

口径 :16.2 cm

外面スス

」‐11 V 塔か婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物 口径 :14.2 cm

N/1…9 V 塔か婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(7.5YR7/6)

橙
(7.5YR7/6)

黒色鉱物 口4蚤 :12.4 cm

509 J-11 V 塔か塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄
(2.5YR7/3)

浅黄
(2.5YR7/3)

黒色鉱物 口径 :13.4 om

M-8 V 杯か塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物多 口径 :13.O om

N‐9 V 坪か塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙

(10YR8/3)
浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物 日経::12.4 cm
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表 32 古代遺物観察表⑤

図版番号 申
_Lマ
出土層 器種

調整
底部切離

色調
胎土 備考

外面 内面 内面 外面

L・ 9 V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物

口径 :15,O cm

器高 :6.2 cm

底径 :6.O cm

高台高 :0.5 om

K-11 V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒色鉱物
底径 :6.6 cm

高台高 :0.7 cm

K-11 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にあヽもヽ1匿
(7.5YR6/4)

に応ヽもヽ橙
(7.5YR6/4)

黒 。褐色鉱
物多

口径 :12.7 cm

器高 :5.5 cm

底径 :6.O om

高台高 :0.6 cm

内面スス

SC48
K-10

V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
灰白色
(10Y8/2)

灰白色
(10Y8/2)

黒 0褐 色鉱
物

底径 :6.5 cm

高台高 :0.5 cm

L-10
L… 9
V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ

橙
(5YR6/6)

橙
(5YR6/6)

黒色鉱物
底径 :6.O om

高台高 :0.4 cm

A/1… 9 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にあヽもヽ1澄
(5YR6/4)

にあヽい1澄
(5YR6/4)

あま り含ま
ない

底径 :6.3 om

高台高 :0.8 cm

K‐ 11 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

あま り含ま
ない

底径 :5.5 om

高台高 :0,9 cm

M…9 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
明赤褐
(2.5YR5/6)

明赤褐
(2.5YR5/6)

黒色鉱物
底径 :6.20m

高台高 :0.8 om

K-10 V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にあミいイ澄
(7.5YR7/4)

にらヽい1燈
(7.5YR7/4)

あま り含ま
ない

底径 :6.2 cm

高台高 0.8 cnl

0… 8

M…8
V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ

にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物
底径 :6.O om

高台高 :0.6 cm

外面スス

522 」‐10 V 柱境 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR7/3)

浅黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物
底径 :5.4 cm

高台高 :0.5 cm

内外面スス

A/1‐9 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒

物
褐色鉱 底径 :5.8 cm

高台高 :0.8 cm

J-11 V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒

物
褐色鉱 底径 :5.4 cm

高台高 :0,7 cm

N-9 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒 。褐色鉱
物

底径 :5,8 cm

高台高 :0.5 cm

M-8 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物多
底径 :5.6 cm

高台高 :0.6 om

L-11 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物多
底径 :5.6 cm

高台高 :1.l cm

N/1-9 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にあヽい1澄

(7.5YR7/3)

に応ミい1澄
(7.5YR7/3)

黒色鉱物
底径 :5.4 om

高台高 :0.8 om

L‐ 10 V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒 0褐 色鉱
物

底径 :5.4 cln

高台高 :1.O cm

M…9 V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒 0褐 色鉱
物

底径 :4,9 om

高台高 :1.2 cm
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表 33 奮代遺物観察表⑥

図版番号 出土層 器種
調 整

底部切離
色調

胎土 備考
画 _I_蔭

外面 内面 内面 外面

K… 11 V 柱塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒 0褐 色鉱
物

底径 :4.9 cm

高台高 :1.l om

532 K-11 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙

(10YR8/4)

黒

物
褐色鉱 底径 :5,7 cm

高台高 :0.8 om

K-11 V 張塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒 。褐色鉱

物多

底径 :7.8 om

高台高 :1.2 cm

G-9 V 張境 ナ デ ナ デ ヘ ラ
灰白色
(5YR8/2)

灰白色
(5YR8/2)

黒

物
褐色鉱 底径 :7.7 cm

高台高 :0.5 cm

M…9 V 張婉 ミガキ ミガキ ヘ ラ
に応ヽい1登

(7.5YR7/3)

にぶい橙
(7.5YR7/3)

黒色鉱物
底径 :7.l om

高台高 :0.4 cm

N…8 V 張境 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽもヽ1登

(2.5YR6/4)

にぶい橙
(2.5YR6/4)

黒色鉱物
底径 :7.5 om

高台高 :0,7 cm

537
N-9
M-9

V 張境 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR7/6)

橙
(5YR7/6)

褐色鉱物
底径 :7.O om

高台高 :0.9 cm

0-8 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(7.5YR6/6)

橙
(7.5YR6/6)

黒色鉱物
底径 :6.7 om

高台高 :0.5 cm

K-10 V 張塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YRフ /3)

褐

物
灰色鉱 底径 :6.4 om

高台高 :0.8 cm

Ｎ

Ｎ

Ｏ

V 張塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(7.5YR7/6)

橙
(7.5YR7/6)

黒色鉱物
底径 :6.5 om

高台高 :0.6 cm

N‐9 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物
底径 :6.4 cm

高台高 :0.9 cm

K… 10 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙

(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物
底径 :6.O om

高台高 :0.8 cm

K… 11 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒色鉱物
底径 :6.3 om

高台高 :0,8 om

544 P… 9 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽもヽ1澄

(7.5YR7/4)

にあヽもヽ橙

(7.5YR7/4)
黒色鉱物

底径 :6.3 cm

高台高 :1.O cm

545 J-11 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物多
底径 :7.2 cm

高台高 :0.8 cm

N-9 V 張塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

あま り含ま

ない
底径 :6.4 cm

高台寓 :0,7 cm

N‐8 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物

口径 :12.O om

器高 :6.2 cm

底径 :5.5 cm

高台高 :0.6 cm

H-10 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR7/6)

橙
(5YR7/6)

赤褐色鉱物

多

口径 :12,8 cm

器高 :6.2 cm

底径 :6.O cm

高台高 :0.6 cm

」…10 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物
底径 :6.4 cm

高台高 :1.O cm

K-11 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒 0褐 色鉱
物

底径 :6.3 cm

高台高 :0.7 cm
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表 34 奮代遺物観察表⑦

図版番号 出土区 出土層 器種
調整

底部切離
色調

胎土 備考
外面 内面 内面 外面

M‐ 9 V 張塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物
底径 :6.l cm

高台高 :0.9 cm

552 」‐11 V 張塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

にぶい橙
(5YR6/4)

黒色鉱物多
底径 :6.O om

高台高 :0.8 om

553 」…11 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒

物
褐色鉱 底径 :5,8 om

高台高 :0.8 cm

M-9 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽい1澄
(5YR6/4)

にぶい橙
(5YR6/4)

黒色鉱物
底径 :5,8 cm

高台高 :0.9 cm

K… 10 V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物
底径 :5.6 cm

高台高 :0.6 cm

」‐10

K‐ 10
V 張婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ

浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物
底径 :5.7 cm

高台高 :1.O cm

M-9
N…9
V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ

にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物多 口径 :16.O cm

K-10 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
にあヽい1登

(7.5YR7/4)

にぶい橙
(7.5YR7/4)

あま り含ま

ない

回径 :14.4 om

高台が外れた

後スス

559 」-10 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR6/4)

にぶい黄橙
(10YR6/4)

黒色鉱物
底径 :9,3 om

高台高 :1.3 om

560 N“9 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物多

口径 :15.O om

器高 :7.2 cm

底径 :9.O cm

高台高 :1.9 cm

N‐9 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/2)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

あま り含ま
ない

0‐ 8 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒 。褐 0灰

色鉱物
口径 :13.6 cm

A/1‐ 9 Vi a 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物

口径 :14.3 om

器高 :6.5 cm

底径 :8.2 cm

高台高 :1.5 cm

N…9 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

あま り含ま
ない

口径 :13.4 om

565 N‐9 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽい1澄
(7.5YR7/4)

にぶい橙
(7.5YR7/4)

黒色鉱物

口径 :13.l om

器高 :7.O om

底径 :7.35 cm

高台高 :2.O cm

M-8 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽいオ登
(7.5YR5/4)

にぶもヽ橙
(7.5YR5/4)

褐色鉱物 口径 :13,O cm

N-9 Vl a 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽもヽイ澄
(7.5YR6/4)

に応ttヽ 1睡
(7.5YR6/4)

黒

物
灰色鉱

0‐ 8 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
灰白色
(10Y8/2)

灰白色
(10Y8/2)

黒色鉱物 IIlイ蚤 :12.4 cm

569 0‐ 8 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にあヽい1隆

(7.5YR7/4)

にぶい橙
(7.5YR7/4)

黒色鉱物
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表 35 奮代遺物観察表③

図版番号 出土層 器種
調整

底部切離
色調

胎土 備考
画 _II_降

外面 内面 内面 外面

V IFE ナ デ ミガキ ヘ ラ
に応ヽい1澄

(5YR6/4)

にぶもヽ橙

(5YR6/4)
黒色鉱物 口径 :10.4 cm

P… 9

0… 9
V lFE ナ デ ミガキ ヘ ラ

lこ 応ヽい1澄

(7.5YR7/3)

にぶい橙
(7.5YR7/3)

あま り含ま

ない

572 H‐ 10 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
橙

(2.5YR7/8)

橙
(2.5YR7/8)

黒 0褐 色鉱
物多

底径 :7.8 cm

高台高 :1.5 cm

M…9 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
淡橙
(5YR8/4)

淡橙
(5YR8/4)

黒色鉱物

574 」‐11 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物多 底径 :6.l om

575 0¨ 7 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物多
底径 :7.l cm

高台高 :1.2 om

576 N…9 V lFE ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR7/6)

橙
(5YR7/6)

あま り含ま

ない

577
N…9

M-8
V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ

に応ヽい1登

(7.5YR7/4)

に応ヽい1澄

(7.5YR7/4)
黒色鉱物

SC07 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

あま り含ま

ない
底径 :7.5 cm

高台高 :1.2 cm

N…9 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

あま り含ま

ない
底径 :6.2 cm

高台高 :1,O om

M-9 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
に応ヽもヽ1澄

(5YR6/4)

にぶい橙
(5YR6/4)

黒色鉱物

K… 10 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙
(5YR7/6)

橙

(5YR7/6)
褐色鉱物

底径 :8.4 cln

高台高 :2.O cm

M-9 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
橙

(2.5YR6/6)

橙
(2.5YR6/6)

あま り含ま

ない
底径 :9.O om

高台高 :1.8 cm

583 SA04 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽい1登

(7.5YR7/3)

にらヽもヽ1燈

(7.5YR7/3)
黒色鉱物多

底径 :7.2 cm

高台高 :1.5 cm

N/1…9 V 境 ナ デ ミガキ ヘ ラ
にぶい黄橙
(7.5YR6/4)

にぶい黄橙
(7.5YR6/4)

黒 0褐 色鉱
物多

口径 :16.2 cm

器高 :7.2 cm

底径 :8.8 om

高台高 :2.3 om

」…11 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒 0褐 0灰

色鉱物
口径 :15.6 cm

L‐ 10 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
灰白色
(7.5YR8/2)

灰白色
(7.5YR8/2)

黒色鉱物

底径 :8.O cm

高台高 :1,5 cm

指頭調整痕

587 」…11 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物多

径
高

径

口
器
底

15,O om

6.2 cm

6.5 cm

588 K‐ 10 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR6/3)

にぶい黄橙
(10YR6/3)

褐色鉱物 口径 :14.2 cm

K… 10

K-11

」-11
V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ

浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物多 口

`蚤

:14.3 cm
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643と 644は同一個体と思われ、口径は 29.Ocmで ある。胴部外面は縦ハケが粗 く施され、胴部下

位は多方向の粗いハケが残される。回縁部と胴部にはススが残る。645は 目径 30。 2 clnで、胴部内面

に幅約 2cmの左下から右上へ向かうケズリが時計回りに残る。胴部外面は横方向のナデである。外

面には日縁部より胴部にかけてススが付着 している。器壁は全体的に薄手で、胴部が日縁部に比べよ

り薄い。646は国径 33.2 cmで、胴部外面に縦ハケ、内面は回縁部直下に横ハケ、それより下位は幅約

3cllrIの右下から左上へ向かうケズリが反時計回りに残る。647の胴部外面は縦ハケ、内面は斜め方向
のケズリである。器壁は回縁部に比べ胴部が薄い。648は口径 24.4 cmで ある。口縁上部内面は横ナデ

を施し、下部は横ハケが施されている。胴部内面は斜め方向のケズリで、外面は縦ハケである。

表 36 古代遺物観察表⑨

図版番号 出土区 出土層 器種
調 整

底部切離
色調

胎土 備考
外面 内面 内面 外面

H… 10 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物多

N-9 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
にあヽい1登
(7.5YR7/4)

にあヽもヽ1澄
(7.5YR7/4)

黒 0灰 色鉱
物多

口径 :15.O cm

592 L‐ 10 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒色鉱物多
底径 :8.6 cm

高台高 :1.8 om

593 K‐ 10 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒

物
褐色鉱

594 N‐9 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 口径 :13.O cm

595 M‐ 9 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ミもヽ1登
(5YR6/4)

にぶい1澄
(5YR6/4)

黒色鉱物

596 N-9 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物
底径 :9.6 cm

寓台高 :2.l cm

」…10 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽい1澄

(5YR6/4)
にらヽい1陛
(5YR6/4)

黒色鉱物

Q-2 Vl a 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙

(7.5YR8/4)
黒色鉱物

」-10 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にらヽもヽ1登

(7.5YR7/4)

にぶい1澄
(7.5YR7/4)

褐

物
灰色鉱

M-9 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
に応ヽい1登
(フ .5YR7/4)

にらヽもヽ1澄

(7.5YR7/4)

黒 。褐・ 灰
色鉱物

M-9 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

黒色鉱物

N‐9 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒色鉱物 口径 :8.5 cm

」-11 V 婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

あま り含 ま

ない
底径 :7,4 cm

高台高 :2,O cln

」…11 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物
底径 :8.2 cm

高台高 :2.O cm

」‐10 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物
底径 :7.7 cm

高台高 :1.5 cm

L-10 V 塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(7.5YR8/4)

浅黄橙
(7.5YR8/4)

あま り含ま
ない

底径 :6.O cm

高台高 :0.7 cm

607 N-9 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
に応ミもヽ1睡
(7.5YR7/3)

に応ミい1瞳
(7.5YR7/3)

黒

物
褐色鉱 底径 :6.7 cm

高台高 :1.3 cm
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表 37 古代遺物観察表⑩

図版番号 出土区 出土層 器 種
調整

底部切離
色調

胎土 備考
外面 内面 内面 外面

K‐ 10 V 柱婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒

物
褐色鉱

口径 :12.7 cln

器高 :4.l cln

底径 :5,8 cm

高台高 :0.6 cm

0-9 V 塔か婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽい1澄

(7.5YR7/4)

橙
(7.5YR7/6)

黒色鉱物

N…9 V 塔か婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
浅黄橙
(10YR8/4)

浅黄橙
(10YR8/4)

黒 0褐 色鉱
物

N-9 V 不か塊 ナ デ ナ デ ヘ ラ
に応ヽい1澄

(7.5YR7/4)

にぶい橙
(7.5YR7/4)

黒

物
褐色鉱

X/1… 10 Va 杯か婉 ナ デ ナ デ ヘ ラ
にぶい黄橙
(10YR7/4)

にぶい黄橙
(10YR7/4)

黒色鉱物

N‐9 V 不か坑 ナ デ ミガキ ヘ ラ
里

(N2/)
にぶい黄橙
(10YR7/4)

黒色鉱物

SA05 b 杯か塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
里

(N2/)
にぶい黄橙
(10YR6/3)

黒色鉱物

J… 11 V 塔 ナ デ ミガキ ヘ ラ まだらに黒
に応ミい橙

(7.5YR7/4)
褐色鉱物 底径 :5.O om

測-8 Vb 坪 ナ デ ミガキ ヘ ラ
塁

(Nl.5/)

明褐灰
(7.5YR7/2)

黒色鉱物 底径 :7.4 om

0¨ 7 Vl a 張婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
黒

(測 1.5/)

に応ミもヽ1澄

(7.5YR7/4)
黒色鉱物

底径 :6.4 om

高台高 :0.6 cm

N…9

0‐ 8

SA05
V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ

にぶい黄橙
(10YR7/2)

黒色鉱物 底径 :7.O cm

Ｏ

Ｎ
V 杯 ナ デ ミガキ ヘ ラ

黒

(Nl.5/)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒色鉱物 底径 :4.9 cm

620 M‐8 V 柱婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
豊

(Nl.5/)

にらヽい1澄

(7.5YRフ /3)
黒色鉱物

底径 :6.O cm

高台高 :0.5 cm

SA05 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

黒色鉱物

口径 :12.5 om

器高 :6.2 cm

底径 :フ .2 cm

高台高 :1.3 om

M‐ 9 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
灰黄褐
(10YR5/2)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物
底径 :7.l cm

高台高 :1.O cm

J-11

K… 11
V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ

褐灰
(10YR5/1)

浅黄橙
(10YR8/3)

褐

物
白色鉱 底径 :7.7 cm

高台高 :1.3 cm

M-9
M… 10

N-9

V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

あまり含 ま

ない

」‐11 V 婉 ナ デ ミガキ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

に応ミい1證

(7.5YR7/3)
白色鉱物

626 N‐8 V 塊 ナ デ ミガキ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にあヽい1澄
(7.5YR7/4)

褐色鉱物
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649は回径 24.6cmで ある。胴部外面は横ハケ、内面は左下から右上に向かうケズリが時計回りに

残る。650は 回径 23.O cmで ある。外面は国縁部から胴部にかけ横ハケで、頸部と胴郡中位は横ナデで

ある。回縁部外面にはススが多量に水平に残されている。651は回径 19.4 cmである。胴部内面は右下

から左上に向かいケズリが残る。652は 国径 20cmで、胴部内面は右下から左上ヘケズリが、胴部外
面は縦ハケが上から下へ施される。655は 回径 31.2 clllで ある。器壁は回縁部に比べ胴部が極端に薄い。

656は日径 24.4 clllである。頸部外面は横ナデで、そこから胴部上半は横ハケ、下部は不定方向のハケ

が残る。内面は口縁部から胴部上半まで、外面は胴部にススが付着 している。657は口径 25.O clllであ

る。胴部上半は横ハケ、下部は不定方向のハケが残る。頸部から下はススが付着 している。658は回

径 27.4cmである。胴部下位は左下から右上へ向かってケズリが時計回りに残る。659は回径 19。 6 cmで、

外面横ナデである。660は 口縁部中位に直径 0.8crrLの 補修穴が表裏両面からあけられている。661は

SC07出土である。

表 38 吉代遺物観察表①

図版番号 出土区 出土層 器種
調 整

底部切離
色 調

胎土 備考
外面 内面 内面 外面

N…8 V 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

に応ヽい1澄
(7.5YR7/4)

あま り含ま
ない

底径 :4.9 cm

628 SA05 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

褐色鉱物

J-10 Vl a 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

黒色鉱物
底径 :6.6 om

高台高 :1.2 cm

N‐8

0‐ 8
V 塊 ミガキ ナ デ ヘ ラ

里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

あまり含ま
ない

底径 :6,4 cm

高台高 :1.3 om

N…8

N-9
V 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ

里

(Nl.5/)

灰白色
(10Y8/2)

褐 0白 色鉱
物

底径 :6.2 cm

高台高 :1.4 cm

632 M-8 V 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にあヽもヽイ饉
(7.5YR7/3)

黒

物
白色鉱 底径 :6.6 cm

高台高 :1,O cm

633 N-9 V IFE ミガキ ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR6/3)

あま り含ま
ない

底径 :6.2 cm

高台高 :0.7 cm

N‐9 V 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物
底径 :6.O om

高台高 :0.8 om

635 |く
-11 V 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ

里

(Nl.5/)

淡橙
(5YR8/3)

黒

物
白色鉱 底径 :6.O om

高台高 :1.O om

N/1… 8

N…8
V 婉

ミガキ
エ具痕

ナ デ ヘ ラ
里

(10YR2/1)
にぶい黄橙
(10YR7/3)

あまり含ま
ない

底径 :8,O cm

高台高 :1.4 om

637 0-8 V 塊
ミガキ
エ具痕

ナ デ ヘ ラ
里

(10YR2/2)
にぶい黄橙
(10YR7/3)

褐

物
白色鉱 底径 :6.6 cm

高台高 :1.l cm

R/1… 8 Vb 塊
ミガキ
エ具痕

ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒

物
褐色鉱 底径 :6.6 cm

高台寓 :1.O cm

N‐8 V 婉
ミガキ
エ具痕

ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物
底径 :6.5 cm

高台高 :1.l om

0… 8 V 婉
ミガキ
エ具痕

ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

浅黄橙

(フ .5YR8/3)
黒色鉱物

底径 :6.3 cnl

高台高 :1.l om

N‐9

SQ01
V 婉

ミガキ
エ具痕

ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にらヽもヽ1澄
(7.5YR7/4)

褐色鉱物
底径 :6.O om

高台高 :1.2 cm

SQ01 V 婉 ミガキ ナ デ ヘ ラ
里

(Nl.5/)

にぶい黄橙
(10YR7/2)

白色鉱物

回径 :17.6 cm

器高 :6.O cm

底径 :7.O cm
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0                                              20cm

(須恵器)

662は内外面とも丁寧な横ナデ。663は SC12出土で、頸部内面には明瞭な稜が残る。664は器面に

赤色顔料が塗布されている。665は 回縁部に比べ胴部が薄く、頸部に明瞭な稜が残る。

土師器鉢 (第 87図 653・ 654):形態は甕の小型のものであるが、胎± 0調整は不・婉と同様のもの

をここでは鉢として取り上げた。653・ 654は 回縁部から胴部まで内外面ともケズリの後横ナデで、

回縁部から胴部の張る部分の外面にはススが水平に付着している。

②須恵器・陶磁器類 (第 89～ 91図 )

星原遺跡では須恵器の出土は少ない。甕・壺などが出土している。陶磁器類は越州の不と緑柚陶器が

出土している。須恵器の甕は大型のもの (666～ 668)と 中型のもの (67006720673)が 見られる。壺

は中型のやや丸みを帯びたもの (67106740678)と、それよりやや小型の直線的 (679)な ものがある。
また、中には底部外面に同心円文タタキを残すもの (669)も ある。

666は甕で、口縁部から胴部下半まで残る。口径 20。 3 cmである。肩部は溝幅 0.2～ 0。3cmの平行タタキで、

長さ 3.5cm、 幅 2.5cmの単位で横方向に丁寧に施されている。肩部から胴部上半にかけては右側を下に

斜め方向に施され、胴部下半は他方向に施されている。胴部には内外面にススが付着している。内面は

胴部下半に縦方向の平行タタキ、上半に同心円のタタキが認められる。667の外面は溝幅 0.lcmの横方

向平行タタキで、内面は縦方向の平行タタキが残る。頸部内面は工具ケズリが残る。668は甕の回縁部

で逆「く」字を呈す。口径 39.8cm、 M-9区出土である。内外面とも丁寧な横ナデが施される。669の底

686
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表 39 古代遺物観察表⑫

図版番号 出土層 器種
調整 色 調

胎土 備考
饉 工 墜

外面 内面 内面 外面

SQ01
N…9
V 甕 ナ デ ハ ケ

にらヽもヽ1澄

(7.5YR6/4)

にらヽもヽ1澄
(7.5YR6/4)

白色鉱物多 口径 :29.O cm

P-7 V 甕 ナ デ ケズリ
にぶい黄橙
(10YR6/3)

にぶい黄橙
(7.5YR7/4)

暗褐色鉱物
口径 :30.2 cm

スス

M-9 V 甕 ハ ケ ハケ、ケズリ
にあヽい1澄

(7.5YR6/4)

にぶい褐色
(7.5YR5/3)

白・黒色鉱物 口径 :33.2 cm

647 0‐7他 V 甕 ハ ケ ケズリ
にぶい褐色
(7.5YR4/3)

にぶい褐色
(7.5YR4/3)

黒 0褐・ 灰 色
鉱物

口4登 :31.8 om

A/1… 8 V 甕 ハ ケ ケズリ
にぶい褐色
(7.5YR5/4)

明褐
(7.5YR5/6)

白色鉱物 口径 :24.4 cm

」-10 V 甕 ハ ケ ハケ、ケズリ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

褐

多
黒色鉱物

口管::24.6 cm

K‐ 10

他
V 甕 ハケ、ナデ ハケ、ケズリ

浅黄橙
(10YR8/3)

浅黄橙
(10YR8/3)

黒・ 褐 0灰 色
鉱物

口径 :23.O cm

P-7 V 甕 ケズリ
橙

(7.5YR6/6)

橙
(7.5YR6/6)

褐 。白色鉱物 IIl径 :19.4 cm

652 」̈ 11 V 甕 ハ ケ ハ ケ
にぶい褐色
(7.5YR5/3)

にぶい褐色
(7.5YR5/3)

褐 0自 色鉱物
多

口径 :20.O cm

」…11

他
V 鉢 ナ デ ナ デ

橙
(5YR7/6)

橙
(5YR7/6)

黒色鉱物 口径 :15.O om

K-10 V 鉢 ナ デ ナ デ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 口径 :15.6 cm

A/1-9 V 甕 ナ デ ケズリ
黒褐
(10YR3/1)

黒褐
(10YR3/1)

白色鉱物 IIl径 :31.2 cm

K… 11 V 甕 ハ ケ ケズリ
にぶい黄橙
(10YR7/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒色鉱物 口径 :24.4 cm

657 K-10 V 甕 ハ ケ ケズリ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

浅黄橙
(7.5YR8/3)

褐

多
黒色鉱物

IEl径 :25.O om

SA05
M… 8

V 甕 ハ ケ ケズリ
浅黄橙
(7.5YR8/3)

にぶい黄橙
(10YR7/3)

黒 。褐 0灰 色
鉱物

口径 :27.4 cm

K-11

他
V 甕 ナ デ ケズリ

褐
(7.5YR4/6)

褐
(7.5YR4/6)

黒・褐色鉱物 口径 :19.6 cm

N¨4 V 甕 ハ ケ ケズリ
灰

(7.5YR4/2)

暗褐
(10YR3/3)

褐 。白色鉱物 補修子し有り

SC07 Vl a 甕 ナ デ ナ デ
赤褐
(5YR4/6)

赤褐
(5YR4/6)

白色鉱物

662 L… 9 甕 ナ デ ナ デ
褐

(7.5YR4/4)

褐
(7.5YR4/4)

白色鉱物

SC12 V 甕 ナ デ ケズリ
褐

(7.5YR4/4)

褐
(7.5YR4/4)

自色鉱物

H-11 V 甕 ナ デ ケズリ
赤
(10R5/6)

明赤褐
(2.5YR4/6)

白色鉱物

V 甕 ハ ケ ケズリ
にぶい赤褐 にぶい赤褐

白 0黒色鉱物
(5YR5/4) (5YR5/4)
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表 40 奮代遺物観察襄⑬

図版番号 出土区 出土層 器種
調整 色調

胎土 備考
外面 内面 外面 内面

666
|‐ 11

SC72
V 甕 平行タタキ

平行タタキ十

同心円タタキ
灰黄褐
(10YR5/2)

灰黄褐
(10YR5/2)

白 。黒色鉱物 口径 :20.3 ch

667 H-9 Vl a 甕 平行タタキ 平行タタキ
灰オリープ

(5Y5/2)
灰黄褐
(10YR5/2)

白 0黒 。褐 色
鉱物

668
N/1‐ 9

他
V 甕 ナ デ ナ デ

灰
(5Y6/1)

灰黄褐
(10YR5/2)

自 0黒 0褐 色
鉱物

口径 :39.8 om

N…8他 V 士璽 格子夕タキ
ヘラケズリ十

同心円タタキ
灰

(5Y6/1)
灰

(5Y5/1)
白色鉱物

底径 :18.4 om

底部同心円

K-11 V 甕 平行タタキ 同心円タタキ
灰

(5Y5/1)
灰
(5Y6/1)

白 0黒 。褐 色
鉱物

口径 :15,8 om

K… 10

他
V 甕 格子夕タキ 同心円タタキ

褐灰
(10YR6/1)

褐灰
(10YR6/1)

白・黒色鉱物

672 M‐ 9 Va 士壁
灰

(5Y4/1)
灰

(5Y4/1)
白・黒色鉱物 口径 :14.O cm

673 Vb 彙亜
灰

(5Y5/1)
灰

(5Y6/1)
白 。黒色鉱物 口径::15.4 cm

674
K-10

他
V 奮亜 格子タタキ 同心円夕タキ

褐灰
(10YR6/1)

褐灰
(10YR6/1)

黒色鉱物

」-11

他
V 彙亜 格子タタキ 同心円タタキ

褐灰
(10YR6/1)

褐灰
(10YR6/1)

黒色鉱物 底径 :14.2 cm

0… 8 V 奮霊 同心円タタキ
灰
(5Y6/1)

灰

(5Y5/1)
白 。黒色鉱物 底径 :18.O cm

J… 11 V ナ デ ナ デ
灰オリープ

(5Y4/2)
灰オリープ

(5Y4/2)
自 0黒色鉱物 底径 :3.9 cm

」-11

他
V 奮璽 格子タタキ 同心円タタキ

灰
(5Y6/1)

灰オリープ
(5Y6/2)

黒色鉱物 底径 :14.8 om

M-8
他
V 士璽 平行タタキ

ヘラケズリ+
ナデ+オサエ

褐
(10YR4/6)

褐灰
(10YR6/1)

白 0黒色鉱物 底径 :14,Ocm

SA03 V 甕 平行タタキ 平行タタキ
黒褐

(ア .5YR2/2)
灰黄褐
(2.5YR6/2)

黒色鉱物

K‐ 10 V 甕 格子タタキ 平行タタキ
灰

(5Y5/1)
灰

(5Y4/1)
黒色鉱物

682 K-11 V 甕 平行タタキ 同心円タタキ
灰

(5Y4/1)
灰

(5Y5/1)
黒色鉱物

O… 8

他
V 甕 格子タタキ ケズリ?

灰オリープ

(5Y5/2)
灰オリープ

(5Y6/2)
黒色鉱物

K-10 Vb 甕 平行タタキ 平行タタキ
に応ミもヽi黄
(2.5Y6/3)

にぶい黄橙
(10YR6/4)

白・黒色鉱物

685 P-8 V 壺か甕 格子タタキ 平行タタキ
暗赤褐
(2.5YR3/3)

暗灰黄
(2.5Y5/2)

黒色鉱物

SA05 V 甕→ 格子タタキ 同心円タタキ
灰

(5Y5/1)
灰

(5Y5/1)
白 。黒色鉱物 転用硯

N‐9 V 甕 格子タタキ ケズリ
灰

(5Y5/1)
灰
(5Y6/1)

白色鉱物

M‐ 9 Vb 壺か甕 平行タタキ 平行タタキ
灰黄
(2.5Y7/2)

灰黄褐
(10YR6/2)

黒色鉱物

SA01 V 甕 平行夕タキ 同心円タタキ
褐灰
(10YR6/1)

にぶい赤褐
(2.5YR5/4)

赤褐色鉱物

M-8 V 甕 格子夕タキ ケズリ
黄灰
(2.5YR6/1)

黄灰
(2.5YR6/1)

白・黒色鉱物

K-11 V 甕 平行夕タキ
褐灰
(10YR5/1)

褐灰
(10YR5/1)

白 0黒色鉱物
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第 93図 古代鉄器他分布図

径は 18。 4 cmで、N-8区を中心に出土している。底部内面は不定方向のナデで、底部から胴部
への立ち上

がり、胴部下位にかけて工具ヘラケズリが右下から左上方向
へ時計周りに施される。胴部は同心円文タ

タキが下から上へ向かい残されており、下位は斜めから横方向の
ヘラケズリの後に残されている。底部

外面には同心円文タタキが全体的に残されており、外端は工具によるケズリが幅 1.5cmほ ど残
る。胴部

下位は横方向のヘラケズリの後に縦方向のナデが所々見られ、その上から格子タタキがが胴部上位
に向

かって残される。底部はやや上げ底である。670は回径 15.8cmである。頸部には横方向
の工具ケズリが

一部残る。肩部は溝幅 2mmの平行タタキが横方向に丁寧に施されている。内面は頸部の継ぎ目より下

に同心円文タタキが残る。671の肩部外面は格子タタキ、内面には同心円タタキが残される。内面
に頸

部の継ぎ目が残る。672は 口径 14.O cmで ある。673の頸部には横方向の工具ナデが残る。674は頸部
か

ら肩部にかけて工具ケズリの後横方向のナデが施され、肩部から胴部にかけては格子タタ
キが残る。内

面は下から上へ向かって右から左に同心円タタキが残る。675は月同部内面上位に同心円文タタ
キが下か

ら上へ左から右に向かって残る。胴部外面には格子タタキが残る。676の底部はやや上げ底気味とな
っ

ており、669と 同一個体の可能性がある。677は底径 3.9 cmである。全体的に自然釉がかかり、内面底部
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にも釉が見られる。底部はナデられているが、細い粘上紐を巻き上げた痕が底部に残る。肩部に直径 1

～ 1.5cmの把手がついていたと思われる。678の外面は肩部から底部下半まで格子タタキが残され、底

部付近は横方向のヘラケズリが残る。内面上位は同心円タタキが下から上へ残される。肩部外面にはお

そらく耳状把手がつけられていたと思われる。679は肩部より胴部にかけて幅 2mmの平行タタキが時

計回りに残される。肩部と胴部の境や胴部中位には帯状に平行タタキの施されない部分が残る。内面は

底部から胴部下半はヘラケズリとナデで仕上げられているが、上部は頸部までユビオサエが明瞭に残り、

長さ約 3mm幅約 7mmの、鳥の足跡のようなオサエが横方向に多数残されている。680の外面は溝幅
lmrnの平行タタキが丁寧に横方向に、底部付近は斜め方向に残される。内面は溝幅 3mllnの平行タタ

キが横方向に、底部付近はヘラケズリが残される。681は外面に目の細かい格子タタキが丁寧に残され、

内面は溝幅 3mmの平行タタキが不定方向に残る。682外面は溝幅 2mmの平行タタキが多方向に残され

る。内面は同心円タタキが下から上へ、左から右方向に残される。683の外面はやや細かい格子タタキが、

内面は横方向に幅 5mmほ どの工具ケズリが残る。器壁は他の須恵器に比べ非常に薄い。684の外面は溝

幅 lmmの平行タタキが内面は溝幅 4mmの平行タタキが縦方向に残される。内面に約 3cm間隔で粘土

継ぎ目を残す。685の内面には溝幅 2mmの平行タタキが縦方向に残され、断面は粘土が幾重にも重なり、

間には隙間が多く見られる。

686は須恵器転用硯である。長さ 20cm、 幅 9。 3cm、 最大厚 1.l clllで ある。元々は甕の胴部と思わ

れ、外面は格子タタキが、内面は同心円タタキが残される。内面は激 しく磨耗 し、長さ 6.5 cln、 幅

4.5cmの範囲で浅く磨り減る。一部墨と思われる付着物も残る。また、右側面も激しく磨耗している。

687の外面は一部自然釉が付着 しススも見 られ、格子タタキが残る。器壁は厚い。688の外面は溝幅

2rnmの平行タタキが横方向を主に見られる。内面は磨耗が激しいが、縦方向の平行タタキと思われる。

689の外面は溝幅 lmmの丁寧な平行夕タキを横方向に残す。内面は同心円文タタキを残す。器壁は

薄い。690の 外面は格子タタキ、内面は磨耗 しているが正具によるケズリが横方向に見られる。691

の外面は溝幅 lrrlmの平行タタキを多方向に残 し、釉粒や砂の付着が見られる。内面は底部に自然釉

の付着が認められる。磨耗が激しいため内面の調整は不明である。

陶磁器類 (第 92図 692～ 694):692は 越州窯系の青磁碗で、底部から直線的に立ち上がる。口径

15.6 cnlで ある。9630964は緑釉陶器陶器の皿である。963は回径 13.6 cnlで、口縁端部が外反する。

表 41 古代遺物観察表⑭

図版番号 出土区 出土層 器種
調 整 色 調

胎土 備考

外面 内面 外面 内面

N-9 V
越州

青磁碗
施釉 施釉

灰オリープ

(5Y5/2)

灰オリープ

(5Y6/2)

色
質
灰
硬

口径 :15.6 cm

O‐ 3 Vl a 緑釉皿 施釉 施釉
オリープ
(5Y5/4)

オリープ
(5Y6/6)

灰オリープ色

軟質

径
都
口
一示

13,6 cm

N¨9 V 緑釉皿 施釉 施釉

灰オリープ (5Y4/2)

オリープ黄 (5Y6/4)

自色粒を含む灰色

硬質
京都

表 42 奮代遺物観察表⑮

図版番号 出土区 出土層 器種 長さ (cm) 幅 厚 さ 重量 (g) 備考

695 V M‐ 9 紡錘車 土師器転用

V K… 11 紡錘車 土師器転用

697 V M‐9 紡錘車 土師器転用

698 V 紡錘車 土師器転用

V N-8 紡錘車 土師器転用

V N‐8 紡錘車 土師器転用

707 Vi a P‐ 7 土 錘

708 Vl a P-7 土 錘
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③その他の遺物 (第 94～ 97図 )

古代の包含層からは、量的には少ないものの内面に布目圧痕を残す焼塩壷や、土師器を転用した紡

錘車が出土している。また、鉄製品や、鍛冶関連の遺物の他に石器や軽石製品も出土 して
いる。

紡錘車 (第 94図 695～ 700):何れも土師器外か婉の底部に穿孔を施したもので、6950698～ 700は

黒色土器の転用である。欠損品であるが、直径 5 cm～ 7 cm前後のものであると思われる。

表 43 古代遺物観察表⑬

図版番号 出土層 器種
調 整 色調

胎土 備考
画 工 躊

外面 内面 外面 内面

V 0-9 焼塩壺 ナ デ 布目圧痕
に応ヽもヽ1褐

(7.5Y5/4)

にらヽもヽ1階
(7.5Y7/4)

白

多
褐色鉱物

V K-11 焼塩壺 ナデ、オサエ 布目圧痕
橙
(5YR6/6)

橙
(5YR7/6)

大粒の褐色鉱

物

Vl a 0‐ 10 焼塩壺 ナ デ 布目圧痕
に応ヽい褐

(7.5Y5/4)

にらヽもヽ1階

(7.5Y7/4)

白

多
褐色鉱物

V K… 11 焼塩壷 ナデ、オサエ 布目圧痕
橙
(5YR6/6)

橙
(5YR7/6)

大粒の褐色鉱

物

Vi a O-10 焼塩壷 布目圧痕
にぶい褐
(7.5Y5/4)

にあヽもヽ1澄

(7.5Y7/4)

白

多
褐色鉱物

V K… 10 焼塩壺 ナ デ 布目圧痕
橙
(5YR6/6)

橙
(5YR7/6)

大粒の褐色鉱

物

表 44 古代遺物観察表⑪

図版番号 出土区 出土層 器種 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備考

」-11 V 鉄鏃 ? 25.9

」…11 V 刀子

M-9 Vl a 刀子 1 25.5

0‐ 8 Vl a 刀子

P-6 Vl b 鉄鏃 穿孔 2つ

SA02 Vl a 不 明 穿孔 ?

N-9 Va 鉄鍋 鋳造

一括 V 餃具 28.9

N/1-9 Vb 鮫具 ?

N-9 V 不 明 0.15

M‐ 9 V 釘 0.35

M-9 Vl a 釘 6,75

N…9 Va 釘 6.05 0.35

722 」-11 V 釘

723 M-9 V 不 明 刀子か ?

L-9 V 釘 0.55

P-7 V 釘 0.45

726 M… 10 ―括 釘
2本付

M-9 V 釘 0.35

N/1-9 Vl a 刀子 ?

729 M… 9 Vl a 釘

-157-



I     N-8V

6

、 み

′

′
702

712

第 94図 古代包含層遺物⑭ (鉄器他)

O-10 Ⅵa _ ○-10Ⅵ
纂ィ1705選

13  K-10
K-1l V V/

鍾
仏 6

|

０

　

　

　

　

　

　

　

８

０

　

　

　

　

　

　

　

０

７

　

　

　

　

　

　

　

７

9V

｀
           699

③
709

:D lコ

710

ワ  D711

I N-9 V

o lotto

Q

ｎ
ｗ

ｎ

ｕ

Ｉ

　

　

Ｇ

『

４

Ⅵａ

一
　

　

　

　

　

　

９ Ｖ一
Ｎ

０
０

一
　

　

　

　

　

　

７‐

P-6 Ⅵb

Q て夏Eフ (

-158-

718



|

IM-9V上

738

|

IN 9V
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第 96図 古代包含層遺物⑬ (石器)

755

0                       10cm

焼塩壺 (第 94図 701～ 706):破片のみで詳細は不明であるが、内面は布目圧痕が残り、外面はナデ

のみのものと、ナデとオサエの残るものがある。前者は、粗い胎土に自 。褐色の鉱物を多く含んでお

り、器壁はやや薄めである。後者は胎土に大粒の褐色鉱物を含んでいて器壁は厚い。

土錘 (第 94図 7070708):P-7区 から2点出土している。出土層もⅥ a層であるので、縄文後期～古

墳時代にかけての遺物である可能性がある。

鉄器 鉄滓他 (第 94図 709～ 741)

709～ 729は鉄製品である。709は長頸鏃か ?先端に向かって先細りしている。長さ 13.8 cnl、幅 0.8 cm、

厚さ 0.6 clll、 重さ 25.9gで ある。樹皮と思われるものが巻きついている。710は両角関の刀子である。

長さ 12.7 cln、 幅 1.2 cnl、 厚さ 0.3 clll、 重量 13.4gで ある。711は片丸関の刀子である。先端を若干欠い

ているが、長さ 19.7 clll、幅 1.O Clll、厚さ 0.4 cm、重さ25.5gで ある。712は片角関の刀子である。長さ 6.4 cm、

幅 1.3 cnl、 厚さ 0.3 clll、 重さ6.8gである。残存状態が悪いが 728も 刀子の可能性がある。7130714に つ

いては出土層がⅥ層であり、質感も他の古代のものと若干異なるため、弥生～古墳時代の物である可能

性がある。713は穿孔が2つ認められ、鉄鏃である可能性が高い。714も 穿子Lと思われるものが認められる。
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第 97図 古代包含層遺物⑪ (軽石)

715は鋳造品で、鉄鍋の回縁部である。716。 717は餃具であると思われる。

質感が他の古代のものと若干異なる。非常に薄 く、湾曲している。719～ 727

われる。長さ 6～ 9 clll前後のものであると思われる。730～ 737は鉄滓である。

である。740は炉壁で砂が付着する。741は鞘の11回片である。

°
7

石器 0軽右製品 (第 96図 0第 97図 742～ 773)

742～ 755は礫石器である。742は SC02か ら出土 した台石である。平坦面や礫端部に敲打痕が残る。

7430744。 745は SA05の Va層出上で、7430744は 礫端部から側面にかけて敲打痕が残る。745は石皿

で表裏側面と全面を使用し、磨痕と敲打痕が残る。746は SC84出土で、台石である。砥石としても使用

されている。747～ 750は磨石で、平坦面に磨痕が残る。748は端部に、750は側面に敲打痕も認められる。

751～ 753は槌石である。礫端部を主に使用している。752は敲打に伴い剥落した面が磨耗している。754

は敲石で、表面は磨石として、側面と表面端部に敲打痕が激しく残される。755は台石で、表裏側面は砥

石として面的な使用が認められ、また、大きな敲打痕と共に細長い線状の使用痕も多数認められた。

756～ 773は軽石製品である。756は SBllの柱穴より出上した。757はSB12よ り出上した。758～ 768は

SA05の V層中から出土した。75807590764は表面を平坦に整えたもので、765は軽石表面中央や左右から

穿孔が施されるが貫通はしていない。760～ 763、 766～ 768は棒状のもので、火を受けて赤化しているもの

がある。769～ 773は包含層中から出土している。767は多面体の柱状に整形されている。770は薄く扁平に

整えられ、裏面は火を受けて赤化している。771～ 773は細い棒状に整形され、771S772は粘土が付着する。

o                    20clll

718は不明であるが、
0729は釘であると思

小片が多いが ?形滓
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表 45 奮代遺物観察表⑬
図版番号 出土区 出土層 器種 長さ (cm) 幅 厚さ (cm) 重量 (g) 石材 備考

742 SC02 V 台石 1695 砂岩

SA05 V 槌石 砂岩

SA05 V 槌石 砂岩

745 SA05 V 石皿 3435 砂岩

746 SC84 Vl a 台石 砂若

747 」‐11 Vb 磨石 砂着

P-6 V 磨石 40,7 安山若

0¨ 8 V 磨石 52.5 砂岩

M… 9 V 磨石 129.6 砂岩

M-9 V 槌石 177.5 砂岩

0-9 Vb 槌石 405 砂岩

０・９
他
V 槌石 565 砂岩

N‐8 V 敲石 安山若

K‐ 11

他
V 台石 砂岩

SBll 軽石製品 軽石

SB12 軽石製品 軽石

SA05 V 軽石製品 軽石

SA05 V 軽石製品 65.3 軽石

SA05 V 軽石製品 軽石

SA05 V 軽石製品 33.5 軽石

762 SA05 V 軽石製品 軽石

SA05 V 軽石製品 軽石

SA05 V 軽石製品 22.3 軽石

N…9 V 軽石製品 42.9 軽石

SA05 V 軽石製品 軽石

767 SA05 V 軽石製品 軽石

SA05 V 軽石製品 軽石

P-7 V 軽石製品 軽石

0… 8 V 軽石製品 13,4 158.4 軽石

P…8 V 軽石製品 29,9 軽石 粘土付着

772 N‐9 V 軽石製品 80.9 軽石 粘圭付着

773 N/15 V 軽石製品 123.5 軽石

(4)中 。近世の進構と遺物
近世の遺構は調査区北の J～ H_8・ 9区で掘立柱建物跡 2棟、井戸跡 1基が見つかっている。

SB07は主軸が東西方向 (N109° W)で、身舎の規模は桁行 3間 (約 6。96m、 柱間 2.32m)、 梁
間が 2 FE35(約 4.24m、 柱間 2.12m)である。身舎の面積は29.51ポ で、柱穴は円形と楕円形で直径
が 28～ 48 c m、 深さが 10～ 44 clllで ある。楕円形のものはテラスを持つ。柱痕は見られない。

SB12も 主軸は東西方向 (N107° W)で、身舎の規模は桁行 2間 (約 4.9m、 柱間 2.45m)、 梁間
が 2間 (約 4。 lm、 柱間 2.05m)で総柱の掘立柱建物跡である。身舎の面積は20.09ど で、柱穴は円
形と楕円形で直径が 40～ 60cm、 深さが 34～ 65 clllである。楕円形のものはテラスを持つ。柱痕は

見られない。東側の中間の柱は北に寄って見つかっている。

SE01は、長軸約 2.6m、 短軸約 2m、 深さ約 3.6mの井戸跡で、上部 50cmほ どは広く広がり、そ
の下 70cmほ どは大きく扶られており、そこから丼戸底部まではほぼ垂直に掘られている。井戸はア

カホヤ下の黒色土及び灰褐色上下の礫層まで掘り込まれており、灰褐色粘土層上部から湧水が見られ

た。
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これら掘立柱建物跡 2棟は、ピット内の埋土はⅣ層 (文明軽石混 じり)の黒灰色粘質土であ
った。

また、主軸をほぼ同じくし、柱間の長さも約 2mと近似値である。また、井戸跡は 2棟の掘立柱建物

跡の角に位置し、遺物の接合や各遺構の埋土を考慮すると、これら3つ
の遺構の同時性が考えられる。

遺物 (第 990100図 ):井戸内からは、軽石製の五輸塔や、多くの軽石塊が出土 しており、何れも底

部側壁部分からの出土であった。また、井戸底部付近からは木製
の曲げ物の底部と思われるものも出

土している。その他の出土遺物として、井戸の上部より備前焼の描鉢
0鉢、唐津皿等が出土している。

7740775は表採品の青磁皿である。776～ 778は唐津焼のIlllで ある。776は井戸内とSB12か ら出

土し、にぶい赤褐色の胎土に白灰色の釉が施され、内面には胎土目積痕
が 4つ残される。底部は削り

出しの高台で、ススが付着する。口径 11.4 clll、 器高 4.3 clll、 底径 3.9 cmで
ある。777も井戸内出土で、

回径 11.6cm、 器高 2.8 cnl、 底径 4.O clllで ある。白色の鉱物粒を含む
にぶい黄橙色の胎上に灰白色の釉

が施され、内面には胎土目積痕が 4つ残される。底部は高台が削り出されて
いる。778は I-9区から

出土 している。にぶい黄橙色の胎土に灰自色の釉が施され、底部は高台
が削り出されている。内面に

は月台土目積痕が残る。

779は備前焼の丸鉢である。SE01と SB12か ら出土し接合している。□径 18.O cm、器高 6.4 cln、底径
8.0

clllで ある。器面は灰赤色から赤褐色を呈し胎上には自黄色と赤橙色
の鉱物粒を多く含んでいる。内外

面はケズリの後ナデで仕上げられている。

780は備前焼の描鉢である。器面は明赤褐色を呈し、断面は褐灰色を呈す。胎土には黄白色
の鉱物

粒を多く含んでいる。すり目は 8条で 1単位であ

:i断面は褐灰色を呈す。胎土に自色の鉱物粒を多781は備前焼の甕である。器面は暗赤褐色を呈 t

く含んでいる。器面に沈線状のものが 2条を 1単位に 2箇所ほど認められる。

782は不明の陶器で、暗赤褐色の器外面には自然釉 ?が認められ、灰褐色を呈す薄手
で硬質な胎土

には白色の鉱物を多く含んでいる。

783は甕と思われる。底径 21.4 clnで、内外面には輪積痕が残る。器面は暗赤褐色
で、その上に明褐

灰色の物質が内外面 (底部を含む)に認められる (釉 ?)。 断面は淡橙色を呈 し、黒色
0赤褐色鉱物

を多く含んでいる。唐津焼の可能性が考えられるが、不明である。

784は底径 5。 3 clnで、灰褐色の器面にオリーブ灰色の釉が施される。底部は糸切り
の痕が残る。器

内面には鉄分が付着 している。黄灰色の硬質な胎上に黒色鉱物粒が含ま
れる。

その他に丼戸内より五輪塔などの軽石製品 (第 100図 785～ 790)や砥石 (791)が 出土
している。

中世の遺構は文明軽石埋没の畠跡が調査区北に一部認められたが、
その後の耕作によりその大半が

削平を受けており、平面で確認することは困難であった。しかし、当遺跡内北側
においては文明軽石

噴出以前に畠地として使用されていたと考えられる。

また、遺跡調査終了後の工事の段階で遺跡北東の壁に文明軽石が埋没す
る遺構を確認 し、写真と断

面の実測を行った。すでに御池軽石層中位ほどまで削平 し、そ
の後、盛り上を施しているため規模

0

性格は不明である。断面が逆フラスコ状を呈しており、溝状遺構あ
るいは土坑と考えられる。その横

の縄文早期包含層と思われる層からは礫が集中して認められ、集石
の可能性がある。

表 46 近世IFH立柱建物跡一覧表

遺構番号 規模 (間 ) 廂 方向
桁行 梁行

棟方位 床面積
柱穴状態

備考

実長 柱間 実長 柱間 柱数 Pit.径 PL.深

SB07 2× 3 な し 東西 2.32 4.24 N109° W 29.51 48-28 10へ′44

SB12 2× 3 な し 東西 2.05 N107° W 20.09 40へ′60 34^′ 65 総柱
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魃黎霰 鉤蝙昴膊靡聰
株式鶉社 古環境瞬凸所

文朦遺跡の量ほとみ灯鞣
1。 はじめに

九州地方南部の後期更新世以降に形成された堆積物の中には、姶良、鬼界、霧島、桜島などの火山

から噴出したテフラが認められる。テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあ

り、これらとの層位関係を遺跡において求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知

ることができるようになっている。そこで、年代の不明な土層が認められた星原遺跡においても、地

質調査を行って土層の記載を行うとともに、テフラ検出分析と屈折率測定を行って指標テフラの層位

を求め、土層の年代に関する資料を収集することになった。調査の対象となった地点は、調査区西谷

「い」セクション、調査区東壁、 5ト レンチ、「い」セクションの 4地点である。

2.土層の層序
(1)調査区西谷「い」セクション

調査区西谷「い」セクションでは、下位より亜円礫混 じり暗灰色土 (層厚 30cm以上,礫の最大

径 22mm)、 黄色軽石に富む褐色スコリア混じり暗灰褐色土 (層厚 8cm,軽石の最大径 1lmm,ス コ

リアの最大径 7mm)、 黄色軽石混 じり黒灰褐色土 (層厚 10cm,軽石の最大径 5 mlrl)、 灰色粗粒火

山灰混 じり黒褐色土 (層厚 8cm)、 褐色火山豆石および黄色軽石に富む灰褐色土 (層厚 3cm,火山
豆石の最大径 5 rnm,軽石の最大径 7mm)、 灰褐色砂質土 (層厚 2 crrI)、 黄橙色細粒火山灰層 (層

厚 31cm)、 褐色土ブロック混 じり暗褐色土 (層厚 12cm)、 黒色土 (層厚 26crrl)、 黄色軽石層 (層厚

101cm,軽石の最大径 34rrlrrl,石質岩片の最大径 10mm)、 黄色軽石混 じり灰褐色土 (層厚 25cm)が

認められる (図 101)。

これらのうち、褐色火山豆石や同じ層準の黄色軽石、さらに黄橙色細粒火山灰層については、岩相

や層相などから、約 6,300年前
*1に
鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰 (K―Ah,町田 嬌

新井,1978)に 同定される。また最上位の黄色軽石層は、層相から約 4,200年前
*1に
霧島火山御池

火国から噴出した霧島御池テフラ (Kr―X/1,伊 田ほか,1956,町田 。新井,1992,奥野,1996)に 同

定される。

(2)調査区東壁
調査区東壁では、下位より黄色軽石に富む暗灰褐色土 (層厚 15crn以 上,軽石の最大径 7 rrlm)、

黄色軽石を多く含む暗灰褐色土 (層厚 28cm,軽石の最大径 5mm)、 黄色軽石を多く含み灰色がかっ

た暗褐色土 (層厚 9cm,軽石の最大径 5mm)、 黄色軽石を含む褐色土 (層厚 18cm,軽石の最大径 6

mm)、 黄色軽石を多 く含む暗灰褐色土 (層厚 10cm,軽石の最大径 4mm)、 黄色軽石を多 く含み色

調がとくに暗い暗灰褐色土 (層厚 25cm,軽石の最大径 6mm)、 黄色軽石を含み色調がとくに暗い暗

灰褐色土 (層厚 14cm,軽石の最大径 6 mlrrl)、 黄色軽石を多 く含む灰褐色土 (層厚 7cm,軽石の最

大径 13mm)、 暗灰褐色土 (層厚 10cm)、 灰白色軽石層 (層厚 6cm,軽石の最大径 8 rnm,石質岩片
の最大径 2mm)、 灰白色軽石混 じり暗灰褐色土 (層厚 42cm,軽石の最大径 8mm)、 鉄分に富む褐

色土 (層厚 2cm)、 灰褐色土 (層厚 18cm)が認められる (図 102)。

これらのうち、灰白色軽石層は、層相から1417(文明 3)年に桜島火山から噴出したと考えられ
ている桜島 3テ フラ (Sz-3,小林,1986,町 圏 。新井,1992)と 考えられる。

(3)5ト レンチ
5ト レンチでは、下位より暗褐色土 (層厚 10cm以上)、 黄色軽石混じり黒褐色土 (層厚 13cm,軽

石の最大径 5mm)、 黄色軽石を多く含む黒褐色土 (層厚 9 crrl,軽 石の最大径 6 mrn)、 黒褐色土 (層

厚 9 crn)、 黄色軽石に富む灰褐色砂質土 (層厚 7cm,軽石の最大径 61nm)、 黄色軽石混じり暗灰褐
色土 (層厚 15cm,軽石の最大径 5mm)、 白色軽石を多 く含む灰褐色土 (層厚 21cm,軽石の最大径

6 rnln)が 認められる (図 103)。
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(4)「い」セクション

「い」セクションでは、下位より黄色軽石に富む暗灰褐色土 (層厚 13crn,軽石の最大径 4 rrlm)、

黄色軽石を多 く含む黒褐色土 (層厚 35cm,軽石の最大径 5mm)、 黄色軽石混 じり黒褐色土 (層厚
17cm,軽石の最大径 3 1rlrn)が認められる (図 104)。

3。 テフラ検 IW4分析

(1)分析試料と分析方法
調査区西谷「い」セクション、調査区東壁、 5ト レンチの 3地点において、基本的に厚さ 5cmご
とに設定採取された試料のうちの 19点を対象に、テフラ検出分析を行って指標テフラの降灰層準を

求たり、テフラ粒子の特徴を把握 した。テフラ検出分析の手順は、次の通りである。

1)試料 10gを秤量。
2)超音波洗浄装置により泥分を除去。
3)80° Cで恒温乾燥。
4)実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴を観察。
(2)分析結果
西谷「い」セクションでは、試料 21に黄自色軽石 (最大径 5.2mm)が比較的多く含まれている。
この軽石は、岩相からKr―Mに 由来すると考えられる。火山ガラスは、いずれの試料にも比較的多
く含まれており、とくに無色透明のバブル型ガラスが顕著である。試料 17に は、灰白色の軽石型ガ

ラスが少量含まれている。試料 7よ り上位には、無色透明のバブル型ガラスのほかに、淡褐色や褐色

のバブル型ガラスや軽石型ガラスが含まれている。これらの火山ガラスの多 くは、下位の K―Ahに

由来すると考えられる。試料 3に は、それらのほかに白色の軽石型ガラスがごく少量認められる。さ

らに試料 1に は、灰白色の軽石型ガラスが比較的多 く含まれている。

調査区東巌では、試料 19か ら試料 15にかけて、Kr―Mに 由来すると考えられる黄白色軽石 (最大
径 4.7rnlrl)が比較的多 く含まれている。試料 14の軽石層には、灰白色軽石 (最大径 5.4mrrl)が と

くに多く含まれている。そして、それより上位の試料には、この軽石層に由来する灰白色軽石が比較

的多 く含まれている。火山ガラスも、これらの軽石の細粒物が認められる。また試料 13か ら試料 3

にかけては、おもに約 2.4～ 2.5万年前
*1に
姶良カルデラから噴出した姶良入戸火砕流堆積物 (A―Ito,

荒牧,1969,町田・新井,1992,村山ほか,1993,池田ほか,1995)や K―Ahに 曲来する無色透明
や淡褐色のバブル型ガラスが、少量または比較的多く含まれている。

5ト レンチでは、試料 2、試料 1と もに、Kr―Mに 曲来すると考えられる黄白色軽石 (最大径 6。 7mrrl)
が比較的多く含まれている。火山ガラスとしては、この軽石の細粒物である黄自色の軽石型ガラスが

比較的多く含まれている6

4。 屈折率測定

(1)測定試料と測定方法
指標テフラとの同定精度を向上させるために、西谷「い」セクションの試料 1と 、調査区東壁の試

料 17の 2点について、温度一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)に より屈折率の測定を行った。

(2)測定結果
屈折率測定の結果を表 2に示す。西谷れ 」ヽセクションの試料 1に含まれる火山ガラスの屈折率 (n)

は、1.508-1.515(modal range:1.511-1.515)で ある。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石が認め

られる。斜方輝石の屈折率 (γ )は、1.708-1.716で ある。一方、調査区東壁の試料 17に含まれる火
山ガラスの屈折率 (n)は、1.512-1.517で ある。重鉱物としては、斜方輝石や単斜輝石のほか、ごく

少量の角閃石が認められる。斜方輝石の屈折率 (γ )は、1.723-1.729で ある。

5。 考察

西谷「い」セクションの試料 21に 含まれる比較的多 く含まれる黄白色軽石については、その層

位や岩相などから、約 7,500*1年前に桜島火山から噴出した桜島末吉軽石 (Sz―Sy:森脇,1994,

-168-



Pll:小林,1986,桜島嫁坂軽石 :早田,1997,奥野,1996,奥野ほか,2000)に 由来すると考えら

れる。また同層準に認められる褐色スコリアについては、層位や岩相などから、約 7,400年前
*嗜
に

霧島火山から噴出した霧島蒲牟田スコリア (Kr―Km,井 ノ上,1993,早田,1997,奥野ほか,2000)
に曲来すると考えられる。

また K―Ahの下位の土層 (試料 17)に含まれる灰色粗粒火山灰については、層位や岩相などから、

約 6,300～ 6,500年前
*1に
霧島火山から噴出した霧島牛ノ膠テフラ下部 (Kr―USL,井 ノ上,1988,

早田,1997)に 出来すると考えられる。試料 1に含まれるテフラ粒子については、斜方輝石の中に

IK起源の可能性のあるものも認められ、層位から約 5,700年前に池田湖から噴出した池田湖テフラ

(IK,成尾 。小林,1983)の可能性も考えられたが、特徴的な角閃石などは検出されなかった。この

試料には、K―Ah起源の火山ガラスのほかに、桜島火山起源のテフラが混在している可能性が考えら

れる。

なお、調査区東壁の試料 17に含まれる多く含まれるテフラのうち、斜方輝石については Kr―Mに

曲来するものと考えられる。ただし火山ガラスについては、変質 している可能性も否定できないが、

ほかのテフラに出来する可能性も考えられよう。

6。 層ヽ結

星原遺跡において、地質調査、テフラ検出分析、屈折率測定を合わせて行った。その結果、下位よ

り桜島末吉軽石 (Sz―Sy,約 7,500*1年前)、 霧島蒲牟田スコリア (Kr―Km,約 7,400年前
*1)、
霧

島牛ノ胚テフラ下部 (Kr―USL,約 6,300～ 6,500*1年前)、鬼界アカホヤ火山灰 (約 6,300年前
*1)、

霧島御池テフラ (Kr―M,約 4,200年前 *1)、 桜島 3テ フラ (Sz-3,桜島文明軽石,1417年)な どを
検出することができた。

*1 放射性炭素 (14c)年代。

最参考文献機
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軽石と入戸火砕流中の炭化樹木の加速器質量分析法による14C年代。第四紀研究,34,p.377-379。
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14c年
代。第四紀研究 ,
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村山雅史 ②松本英二 。中村俊夫 。岡村 真 。安田尚登 傷平 朝彦 (1993)四国沖ピス トンコア試料を
用いたAT火山灰噴出年代の再検討―タンデトロン加速器質量分析計による浮遊性有孔虫の14c年代 .
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果報告 書「鹿児島湾周辺における第四紀後期の細粒火山灰層に関する古環境学的研究」,p.1-20。
成尾英仁 。小林哲夫 (1983)鹿児島県指宿地域の火山活動史―阿多火砕流以降について。地質学会第

90年学 術大会講演要旨集,p.309。
奥野 充 (1996)南 九州の第四紀末テフラの加速器 14c年代 (予報 )。 名古屋大学加速器質量分析計
業績報告書,Ⅶ ,p.89-109。
奥野 充・福島大輔 。小林哲夫 (2000)南 九州のテフロクロノロジーー最近 10万年間のテフラ。人
類史研究,12,p.9-23.

早田 勉 (1997)火 山灰と土壌の形成。宮崎県史通史編 1,p.33-77.

表 47 テフラ検出分析結果

地点    試料・ 軽石スコリア 火山ガラス

量   色調   最大径   量    形態      色調

1    ~    ~    ~    十十   pm>bW  灰白,透明,淡褐

3    -    ―    一    ++   bW>pm  透明,淡褐,自

西をミいセクション
   :      三      二      三     il十   1‖ ::難    量器: り], 信
17    -    ―    一    +十   bW>pm   透明,灰白

21    +十    黄白   5.2   +十    bW>pm   透明,淡褐

1    ++   灰白   4.8   +++   pm      灰白

3    ■十   灰白   4.7   +■ 十  pm>bW  灰白,透明,淡褐

5    +++  灰白   6.1   +十 十  pm>bW  灰白,透明,淡褐

7    ++十    灰白   4.9   +   pm>bw  灰白,透明,淡褐

9    +++   灰白   5.0   +   pm>bw  灰白,透明,淡褐

調査区東壁    11   +++  灰白   3.3   +   pm>bw  灰白,透明,淡褐

13   +十 +  灰白   3.8   +   pm>bW  灰白,透明,淡褐

14   +十 十十  灰白   5.4   +十 十   pm      灰白

15   +十    黄白   4.5   +十     pm      黄白

17   ■十   黄白   4,7   +十     pm      黄白

19   +十    黄白   3.9   +十     pln      黄白

1   +十 十  黄白   6.7   ++    pm      黄白
5ト レンチ

2   ++   黄白   6.1   ++    pm      黄白

十+十十:と くに多い,十■十:多い,十■:中程度,+:少 ない,― :認められない。最大径の単位は,mm.bw:バ ブル型,pm:軽石型 .

表 48 屈折率測定結果

地点    試料   火山ガラス (n)    重鉱物       斜方輝石 (γ )

西谷いセクション  1    1.508-1.515    opx>cpx      l.708-1.716
(1.511-1.515)

ヨ畷整i[X疎こ[箋      17       1.512-1.517       opx>cpx,(ho)      1.723-1.729

屈折率の測定は,温度一定型屈折率測定法 (新井,1972,1993)に よる.oは ,mOdal rangeを 示す。opx:斜方輝石,cpx:
単斜輝石 ,ho:角 閃石 .重鉱物の 0は,量が少ないことを示す。
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10   K―
Ah

15

Kr― USL

20    sz― sy ・ Kr― Km

150

第 101図 調査区西谷「い」セクションの土柱状図

数字はテフラ分析の試料番号

一 遺 構 確 認 面      0

第 103図  5ト レンチの土層柱状図
数字はテフラ分析の試料番号

第 102図 調査区東壁の土層柱状図
数字はテフラ分析の試料番号
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第 104図  「い」セクシヨンの土層柱状図
数字はテフラ分析の試料番号
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||.量朦遺跡にお |する放射llk農薫年代測定

表 49 試料と方法

試料名   地点 0層準     種類 前処理・調整 測定法

No.l  SA05,炭 集中    炭化物   酸―アルカリー酸洗浄,ベ ンゼン合成   Radiometric
No.2  SA07,炉 内ゴ直上  炭化物   酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整    AMS
No.3  SA08,No.8284    炭化物   酸―アルカリー酸洗浄,石墨調整    AMS
No.4  SA08,床       炭化物   酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整    AMS
No.5  SQ02,土器付着物  炭化物   酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整    AMS
No.6  0_3, 6層 No.3628   炭化物   酸―アルカリー酸洗浄,ベ ンゼン合成  Radiometric

1)Radiometricは液体シンチレーションカウンタによる
べ
乃
夕
線計数法

2)AMSは 加速器質量分析法 :Accelerator MaSS Spectrometry

表 50 測定結果

試料名 程楓身 ?瀞 補鷲智代 暦年代
(西暦)

測定 No.
(Beta― )

No.1  1890± 60  -26.8  1860± 60   交点
lσ
2σ

No.2  1160± 40  -26.5  1140± 40   交点
lσ
2σ

No.3  1720± 40  -27.9  1670± 40   交点
lσ
2σ

No.4  1760± 40  … 27.6  1720± 40   交点
lσ

2σ
No.5  2970± 40  -26.0  2950± 40   交点

lσ
2σ

No.6  1920± 60  -25,7  1910± 60   交点
lσ
2σ

cal AD 130

cal AD 80～ 230
cal AD 30^ン 260,290-320
cal AD 900
cal AD 880～ 970
cal AD 790～ 990

cal AD 400
cal AD 350～ 420
cal AD 260～ 440

cal AD 340
cal AD 255～ 390
cal AD 235～ 415

cal A正 )1140
cal AD 1250-1100
cal AD 1290～ 1020

cal AD 90
cal AD 40～ 140
cal AD 40～ AD 240

178977

178978

178979

181734

178980

178981

1)14c年代測定値
試料の
14c/12c比から、単純に現在 (AD1950年)か ら何年前かを計算 した値。14cの半減期は、

国際的慣例によりLibbyの 5,568年 を用いた。

2)S夕 13c測定値
試料の測定

14c/12c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質 (PDB)
の同位体比からの千分偏差 (%0) で表す。

3)補正 14c年代値
δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14c/12cの測定値に補正値を加えた上で算出
した年代。

4)暦年代
過去の宇宙線強度の変動による大気中

14c濃
度の変動を較正することにより算出した年代 (西暦)。
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calは calibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の
14cの
詳細な測

定値、およびサンゴの U―Th年代と
14c年
代の比較により作成された較正曲線を使用 した。最新のデー

タベースでは約 19,000年 BPま での換算が可能となっている。ただし、10,000年 BP以前のデータ

はまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正
14c年
代値と暦年代較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1シ グマσ

(68%確率)と 2σ (95%確率)は、補正
14c年
代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。

したがって、複数の交点が表記される場合や、複数の lσ
。2σ 値が表記される場合もある。

ζ参考文献颯

Stuiver,NI.,et.al。 ,(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法。考古学のための年代測定学入門.古今書院,p。 1-36.

li:.最凛遺跡における種実固定

1。 はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物中に残存する。堆積物から種実を検出
しその

群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境
の推定を行うことが可能

である。また出土した単体試料等を同定し、栽培植物やEIIl有の植生環境を調
べることができる。

2。 試料

試料は、古代の遺物包含層から採取された炭化種実である。

3。 方法

肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によ
つて同定を行った。結

果は同定レベルによって利・、属、種の階級で示した。

4。 結果

分析の結果、クリの堅果 (破片)と 同定された (表 51)。 以下に形態的特徴を記し、試料
の写真を示す。

クリ の sιa“θa F"ata S」 iθわ。θι Zttθθ.種子 (炭化)ブ ナ科
炭化し黒色を呈し多数の破片とからなる。大型の種子であり、内部の炭化子葉にあたる。表面

には

弱いしわがあり、断面は楕円～半円形である。

5。 考察

古代の遺物包含層から採取された炭化種実は、クリの堅果と同定された。クリは温帯に広く分布
し、

特に温帯の中部では純林を形成することもある。やや乾した台地上などに多く生育 し、
二次林要素の

性格も持つ。クリ果実は優良な食物になる。

艇参考文献磯

南木睦彦 (1993)葉 傷果実。種子.日 本第四紀学会編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,p.276-283.

渡辺誠 (1975)縄文時代の植物食.雄山閣,187p.
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図版 1 星原遺跡の種実

1ク リ子葉 (炭化)

3ク リ子葉 (炭化)

2ク リ子葉 (炭化)

4ク リ子葉 (炭化)

5.Omm

5.Omm

表 51 星原遺跡における種実同定結果

分類群

学名 和名

&stanea crenata Sieb. et Zucc.

ヽ
４
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iVeは漂遺跡にあ |する樹種同鸞
1。 はじめに

木材は、セルロースを骨格とする本部細胞の集合体であり、その構造は年輪が形成され針葉樹材や

広葉樹材で特徴ある組織をもつ。そのため、解音J学的に概ね属レベルの同定が可能となる。木材は大

型の植物遺体であるため移動性が少なく、堆積環境によっては現地性の森林植生の推定が可能になる。

考古学では木材の利用状況や流通を探る手がかりになる。

2。 試料

試料は、SA05、 SA06、 SA08か ら出土した炭化材 3点である。

3。 方法

試料を割折 して新鮮な基本的三断面 (本材の横断面、放射断面、接線断面)を作製 し、落射顕微鏡

によって 75～ 750倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4。 結果

結果を表 52に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に解音J学的特徴を記す。

シロダモ属 N"腕 wa クスノキ科 図版 2

横断面 :やや小型で薄壁のいくぶん角張った道管が、単独あるいは 2個放射方向に複合して散在す

る散孔材である。

放射断面 :道管の穿子Lは単穿孔、及び階段穿孔板からなる多孔穿子Lで、階段の数は少なく、10段

以内である。放射組織はほとんどが平伏細胞で、上下の縁辺部の 1～ 2細胞が直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は上下の縁辺部の 1～ 2細胞が直立細胞からなる異性放射組織型で、 1～ 2細

胞幅である。

以上の形質より、シロダモ属に同定される。シロダモ属には、シロダモ、イヌガシがある。その内

シロダモは本州、四国、九州、沖縄に分布する、常緑の高木で、高さ 15m、 径 50cmに達する。材は

やや軟らかく、建築、器具、薪炭などに用いられる。またイヌガシは、本州 (房総半島以西)、 四国、

九州、沖縄に分布する、常緑の低本である。材は器具などに用いられる。

ャブッバキ の」2201liaたのゴ
“
LJir24.ツ バキ科                図版 2

横断面 :小型でやや角張った道管が、単独ないし2～ 3個複合して散在する散子L材である。道管の

径はゆるやかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は 8～ 30本 ぐらいである。放

射組織は平伏細胞と直立細胞からなる異性で、直立細胞には、大きく膨れているものが存在する。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅である。直立組胞には大きく膨れている

ものが存在する。

以上の形質よリヤブツバキに同定される。ヤブツバキは本州、四国、九州に分布する。常緑の高本で、

通常高さ 5～ 10m、 径 20～ 30crnで ある。材は強靭で、耐朽性強く、建築、器具、楽器、船、彫亥J

などに用いられる。

コナラ属コナラ節 のυびθυ∬ θθι.Prinυs ブナ科 図版 2

横断面 :年輸のはじめに大型の道管が 1～ 2数列配列する環子L材である。晩材部では薄壁で角張っ

た小道管が、火炎状に配列する傾向示し、散在する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿子Lは単穿子Lで、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラガシ

ヮ、 ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ 15m、 径 60cmぐ
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らいに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

5.所見
分析の結果、SA05の 炭化材はシロダモ属、SA06の 炭化材はコナラ属コナラ節、SA08の炭化材は

ヤブツバキと同定された。このうち、シロダモ属とヤブツバキは、温帯下部の本州南半、四国、九州

に分布する常緑高木であり、照葉樹林の構成要素である。

【参考文献】

佐伯浩・原田浩 (1985)針葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩・原田浩 (1985)広葉樹材の細胞.木材の構造,文永堂出版,p.49-100。

図版 2 星原遺跡の炭化材

横断面        :0 4nim
SA05 炭集中 シロダモ属

横断面       :0 4ninl
SA08 No 8284 ヤブツパキ

横断lrll        :o4mm  1/41‖断「
「
      :04mm  接線lrl:“       :o4mm

SA()6C コナラ属コナラ節

表 52 星原遺跡における樹種同定結果

試料 結果 (学名/和名)

炭集中   ,Vυο′′′sο′ シロダモ属

0″ικ″ss′εムPI・′″,`s    コナラ属コナラ節

No 8284  0,″ ′′′rα Japopllσα Linn  ヤブツパキ

SA05

SA06

SA08

放射断面      :0 2mnl 接線断面      :0 2nlm

lilrtgitfr-: 0.2mnr 接線断面      :0 2ninl
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V。 量漂遺跡にあ |する種物瞳酸体分析
1。 はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積 したものであり、植物が枯れたあともガラス

質の微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、こ

の微化石を遺跡土壌などから検出して同定 。定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植

物の同定および古植生 。古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。

2.試料
分析試料は、K…10地点 (畝部、畝間部)、 K-10東地点、H-10北地点、H-10南地点、G-9地点、お

よび SE-01(井戸)か ら採取された計 40点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

3.分析法
植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を 105℃で 24時間乾燥 (絶乾)
2)試料約 lgに対し直径約 40 μ rrlの ガラスビーズを約 0.02g添加 (電子分析天秤により 0。 lmgの

精度で秤量)3)電 気炉灰化法 (550℃・ 6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (300W042KHz 0 10分 間)に よる分散
5)沈底法による 20 μ rn以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラート作成
7)検鏡 0計数
同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する櫨物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分

の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あ

たりの植物体乾重、単位 :10~5g)をかけて、単位面積で層厚 l crrlあ たりの植物体生産量を算出した。

これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる。イネの換

算係数は 2.94(種実重は 1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 メダケ節は 1.16、

ネザサ節は 0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ節。チマキザサ節)は 0,75、 ミヤコザサ節は 0。30である (杉

山,2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4。 分析結果

(1)分類群
分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い、その結果を表 53および図 105～図 111に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、イネ (穎の表皮細胞曲来 )、 ムギ類 (穎の表皮細胞)、 キビ族型、ヨシ属、シバ属、スス

キ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チ ガヤ属など)、 ウシクサ族 B(大型)
〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節 0リ ュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ

属ネザサ節)、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマ
ザサ属 ミヤコザサ節)、 マダケ属型 (マ ダケ属、ホウライチク属)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞曲来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕

クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 その他
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5。 考察

(1)イ ネ科栽培植物の検討
植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネをはじめムギ類、ヒ

エ属型 (ヒ エが含まれる)、 エノコログサ属型 (ア ワが含まれる)、 キビ属型 (キ ビが含まれる)、 ジュ

ズダマ属 (ハ トムギが含まれる)、 オヒシバ属 (シ ヨクビエが含まれる)、 モロコシ属型、 トウモロコ
シ属型などがある。このうち、本遺跡の試料からはイネとムギ類が検出された。以下に各分類群ごと

に栽培の可能性について考察する。

1)イ ネ
イネは、K-10地点の桜島文明軽石直下 (4層、試料 1)と その下層 (5層、試料 2)、 K-10東地
点の畝状遺構 (6層、試料 2)と畝状遺構の作物痕跡 (試料 6)、 H… 10北地点の硬化面 ―上の下層 (試
料 2)、 H-10南地点の桜島文明軽石直下 (試料 1)か ら検出された。
このうち、K-10地点の桜島文明軽石直下 (4層、試料 1)では、密度が 2,700個 /gと 比較的高い

値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている3,000個 /gに近い値である。また、

同層は直上をテフラ層で覆われていることから、上層から後代のものが混入 したことは考えにくい。

したがって、同層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

K-10東地点の畝状遺構 (6層、試料 2)と畝状遺構の作物痕跡 (試料 6)で は、密度が 700個 /g
と低い値である。ただし、直上の 5層ではまったく検出されないことから、上層から後代のものが混

入したことは考えにくい。したがって、同層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われてい

た可能性が考えられる。

H-10北地点の硬化面 ―上の下層 (試料 2)で は密度が 2,200個 /gと 比較的低い値であり、H-10
南地点の桜島文IIn軽石直下 (試料 1)で は密度が 700個 /gと 低い値であるが、それぞれ上層から後
代のものが混入したことは考えにくいことから、各層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行

われていた可能性が考えられる。

イネの密度が低い原因としては、稲4/Fが行われていた期間が短かったこと、土層の堆積速度が速かっ

たこと、採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと、および上層や他所からの混入などが考えられ

る。

2)ム ギ類
ムギ類 (穎の表皮細胞)は、SE-01の 井戸埋土 (試料 3)か ら検出された。密度は 700個 /gと低
い値であるが、穎 (籾殻)は栽培地に残されることがまれであることから、少量が検出された場合で
もかなり過大に評価する必要がある。

以上のことから、SE-01の井戸埋土の堆積当時には周辺でムギ類 (コ ムギ属やオオムギ属)が栽培
されていたと考えられ、そこから何らかの形で井戸内に種実もしくは植物珪酸体が混入したと推定さ

れる。

3)そ の他
イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため、その他の分類群の中にも栽培種に曲来するもの

が含まれている可能性が考えられる。また、キビ族型にはヒエ属やエノコログサ属に近似 したものも

含まれており、ウシクサ族 B(大型)の 中にはサ トウキビ属に近似したものも含まれている。これら
の分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。なお、植物珪酸体分析で同定される分類

群は主にイネ科植物に限定されるため、根菜類などの畑作物は分析の対象外となっている。

(2)植物珪酸体分析から推定される植生と環境
1)K-10、 K-10東地点

霧島御池軽石混の 7層では、ヨシ属が比較的多く検出され、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族 A、

メダケ節型、ネザサ節型、クマザサ属型、 ミヤコザサ節型なども検出された。 6層から5層にかけて

は、メダケ節型やネザサ節型が大幅に増加 しており、部分的にシバ属も検出された。 4層でも、おお

むね同様の結果である。おもな分類群の推定生産量によると、 7層～ 6層ではヨシ属、 5層～ 4層で

はメダケ節型やネザサ節型が優勢となっている。

以上の結果から、霧島御池軽石混の 7層の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であっ
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たと考えられ、周辺にはススキ属やチガヤ属、キビ族、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)な どが生育

する車原的なところも分布していたと推定される。その後、 6層から5層にかけては堆積環境がしだ

いに乾燥化 したと考えられ、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)の分布が大幅に拡大したと推定される。

桜島文明軽石 (1471年 )直下の 4層の堆積当時は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体として

ススキ属やチガヤ属なども生育する草原的な環境であったと考えられ、周辺には
ヨシ属などが生育す

る湿地的なところも見 られたと推定される。

2)H-10北、H-10南、G-9地点

霧島御池軽石混の 7層では、ヨシ属が比較的多く検出され、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族 A、

メダケ節型、ネザサ節型、クマザサ属型、 ミヤコザサ節型なども検出された。また、部分的にクスノ

キ科も少量検出された。 7層の上位層では、ススキ属型やネザサ節型がやや増加 しており、
ヨシ属は

大幅に減少 している。桜島文明軽石直下層にかけては、メダケ節型やネザサ節型が大幅に増加 してお

り、部分的にマンサク科 (イ スノキ属)も少量検出された。おもな分類群の推定生産量によると、 7

層～ 6層ではヨシ属、桜島文明軽石直下層ではメダケ節型やネザサ節型が優勢となっている。なお、

硬化面 (上、中、下)と その下層では、植物珪酸体の密度や組成にとくに明瞭な差異は認められなか
った。

以上の結果から、霧島御池軽石混の 7層の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環境であっ

たと考えられ、周辺にはススキ属やチガヤ属、キビ族、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)な どが生育

する草原的なところも分布していたと推定される。また、遺跡周辺ではクスノキ科などの照葉樹も見

られたと考えられる。その後、堆積環境の乾燥化に伴ってヨシ属が減少し、メダケ属 (メ ダケ節やネ

ザサ節)な どが増加 したと推定される。桜島文明軽石直下層の堆積当時は、メダケ属 (メ ダケ節やネ

ザサ節)を主体としてススキ属やチガヤ属なども見られる草原的な環境であったと考えられ、遺跡周

辺ではイスノキ属などの照葉樹も見られたと推定される。なお、硬化面 (上、中、下)については、

他所から堆積環境の異なる異質な土壌が持ち込まれた可能性は低いと考えられる。

3)SE-01

井戸埋土では、メダケ節型やネザサ節型が多量に検出され、ススキ属型、ウシクサ族 A、 ク
マザサ

属型なども検出された。おもな分類群の推定生産量によると、メダケ節型やネザサ節型が優勢とな
っ

ていることが分かる。

以上の結果から、井戸埋土の堆積当時は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体としてススキ属

やチガヤ属なども見 られる草原的な環境であったと推定される。また、前述のように当時は周辺で
ム

ギ類の栽培が行われていたと考えられる。

6。 まとめ

植物珪酸体分析の結果、古代の畑跡とされる畝状遺構の試料からは、部分的に少量のイネが検出さ

れ、調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が認められた。また、桜島文明軽石 (Sz-3,

1471年)直下層などでも、稲作が行われていた可能性が認められた。

霧島御池軽石 (Kr― X/1,約 4,200年前)混の 7層の堆積当時は、ヨシ属などが生育する湿地的な環

境であったと考えられ、周辺にはススキ属やチガヤ属、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)な どが生育

する車原的なところも分布していたと推定される。その後、堆積環境の乾燥化に伴って
ヨシ属はあま

り見られなくなり、桜島文明軽石直下層にかけては、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体として

ススキ属やチガヤ属なども見られる草原的な環境であったと推定される。

SE-01井戸の埋土の堆積当時は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体としてススキ属やチガヤ

属なども見られる草原的な環境であったと考えられ、周辺ではムギ類などの畑作が行われて
いたと推

定される。

顧参考文献囁

杉山真二 (2000)植物珪酸体 (プ ラント・オパール)。 考古学と植物学。同成社,p.189-213.

藤原宏志 (1976)プ ラント§オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と

定量分析法一。考古学と自然科学,9,p.15-29.
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図版3 植物珪酸体 (プラント・オパール)の顕微鏡写真
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表 53 星原遺跡における植物珪酸体分析結果

:× 1
K10地点 K10東 地点

学 名 41
3 6

イネ科             Gralanineae(Grasses)
イネ             Olyza sα′jυα(domeStC」 ce)
イネ籾殻 (穎の表皮細胞) OlyZa sα ″,α olusk Phytdth)

ムギ類(穎の表皮糸Ⅲ胞) 助 〃″all―多力ε′
`,″
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ヨシ属          PIl役 ン′燃 ←ced)
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Vi.量原遺跡 1進お Iする磁粉分析
1。 をまじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境
の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられ
ている。花粉な

どの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下
の堆積物では分解されて

残存していない場合もある。

2。 試料

試料は、K-10地点、K-10東地点、および SE-01(井戸)か ら採取された計 11点である。

3。 方法

花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の方法をもとに、以下の手順で行った。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加えて 15分間湯煎
2)水洗処理の後、0.511nrrLの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて 30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によつて脱水してアセトリシス処理を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数
検鏡は、生物顕微鏡によつて 300～ 1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)お よび中村 (1980)

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レ
ベルによつて、科、亜科、属、亜属、

節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものは
ハイフン (一 )で結んで示した。

4。 結果

(1)分類群
出現した分類群は、樹木花粉 11、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、 草本花粉

13、 シダ植物胞子 2

形態の計 28で ある。分析結果を表 1に示し、ィ1粉数が 100個以上計数された試料に
ついては花粉総

数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管東亜属、スギ、イチイ科 ―イヌガヤ科 ―ヒノキ科、サワグ
ルミ、カバノキ属、クリ、

シイ属 ―マテバシイ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、カ
エデ属、ブドウ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科 ―イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、ソバ属、アカザ科 ―ヒユ科、アブラナ科、ツリフネ
ソウ属、チ ドメグ

サ亜科、セリ亜科、シソ科、オミナエシ科、タンポポ亜科、キク亜科、
ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花粉群集の特徴
1)K-10地点
7層 (試料 5)で は、花粉がほとんど検出されなかった。畝状遺構の畝間部の 5層下部 (試料 4)で

は、

コナラ属アカガシ亜属、イネ科、キク亜科、ヨモギ属などが検出されたが、
いずれも少量である。 5

層中部 (試料 3)で は、樹木花粉より草本花粉の占める割合がきわめて高い。草本花粉では、イネ科、

キク亜科、ヨモギ属が優占し、タンポポ亜科、セリ亜科、カヤツリグサ科などが伴われ
る。樹木花粉

では、コナラ属アカガシ亜属やシイ属 ―マテ
バシイ属がやや多く、スギ、クリなどが伴われる。 5層

上部 (試料 2)で は、ヨモギ属が増加 し、キク亜科は減少 している。また、同層準ではソ
バ属が出現

している。桜島文明軽石直下の 4層 (試料 1)で は、ヨモギ属がさらに増加し、タンポポ亜科も増加
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している。樹木花粉では、シイ属 ―マテバシイ属やコナラ属アカガシ亜属が減少している。

2)K-10東地点
7層 (試料 5)で は、タンポポ亜科、イネ科、ヨモギ属などが検出されたが、いずれも少量である。
畝状遺構の畝部の 6層 (試料 2)で は、樹木花粉より草本花粉の占める割合がきわめて高い。草本花
粉では、イネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属が優占し、カヤツリグサ科、キク亜科などが伴われる。樹

木花粉ではヨナラ属アカガシ亜属やクリなどが低率で出現する。 5層下部 (試料 1)では、イネ科や
ヨモギ属が増加 しており、タンポポ亜科は大幅に減少 している。また、同層準ではアブラナ科が出現

している。

3)SE-01(井戸)
試料 1では、スギ、イネ科、セリ亜科、タンポポ亜科、ヨモギ属が検出されたが、いずれも少量で
ある。試料 2と試料 3では、花粉が検出されなかった。

5。 花粉分析から推定される植生を環境

(1)K-10、 K-10東地点

霧島御池軽石混の 7層では、花粉があまり検出されないことから、植生や環境の推定は困難である。
花粉があまり検出されない原因としては、乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解

されたことなどが考えられる。

畝状遺構 (畝部)の 6層の堆積当時は、イネ科、タンポポ亜科、ヨモギ属などが生育する草原的な
環境であったと考えられ、遺跡周辺にはカシ類、マツ類、クリなどの樹木が分布していたと推定され

る。畝状遺構 (畝間部)の 5層下部の堆積当時は、イネ科、ヨモギ属、キク亜科を主体として、タン
ポポ亜科、セリ亜科、カヤツリグサ科、アブラナ科なども生育する比較的乾燥した草原的な環境であっ

たと考えられ、遺跡周辺にはカシ類、シイ類、マツ類、クリ、スギなどの樹木が分布していたと推定

される。アブラナ科には、アブラナ、ダイコン、ハクサイ、タカナ、カブなど多くの栽培植物が含ま

れている。

5層上部から桜島文明軽石 (1471年 )直下の 4層にかけては、イネ科やヨモギ属を主体とした比
較的乾燥 した草原的な環境であったと考えられ、 5層上部ではソバが栽培されていた可能性が認めら
れた。

(2)SE-01
井戸埋土では、花粉がほとんど検出されないことから、植生や環境の推定は困難である。花粉が検

出されない原因としては、前述のようなことが考えられる。

6。 まとめ

花粉分析の結果、古代の畑跡とされる畝状遺構の試料からは、アブラナ科が部分的に少量検出され、

ダイコンなどのアブラナ科作物が栽培されていた可能性が示唆された。また、 5層上部ではソバが栽
培されていた可能性が認められた。当時の調査区周辺はイネ科やヨモギ属などを主体とした草原的な

環境であったと考えられ、遺跡周辺にはカシ類、シイ類、マツ類、クリなどの樹木が分布していたと

推定される。
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学名

表 54 星原遺跡における花粉分析結果①

分類群

マツ属複維管束亜属

Cryfionuia jafotica 7+

Tnaceae-cephalotilueae-Cupressaceae 4 U I t*- I : /J?f$- b / +fl

Ptauorya rhodolia +,V U )V:.

Lactucoideae , yninitrFl

Astercideae +, trf+

カバノキ属

Cqstanu ilqwta t U

シイ属‐マテバシイ属

Ol″
“
● Subgen ιψ″θbα″

''ぉ
     コナラ属コナラ亜届

Q″
“
α● SubgeLウル♭α″″ψSお     コナラ属アカガシ亜届

4c″                  カエデ届

温楓・ 馬nalb膜
∫慟高
…… …

薔茉|"韓漏
……… …‐……

Momceae-Urtimceae クワ科‐イラクサ科         1

占淋 蹴
:hょ … … … … …

曇 鶴
… … … … … … ζ… … 1…

Gramheae               イネ科               88  157  99  28

Cyperaceae              カヤツリグサ科           3   6  3

几寧

"“
"               

ソバ属                   3

Chenopodaceae‐ Amamnthaceae     アカザ科‐ヒユ科             1

Ct■ lc“tae              アプラナ科                2

rplψα″″s               ツリフネソウ属              1

Hydtocotyloideae           チトメグサ亜科           1  1

Apioideae              セリ亜科             5  14  7  1

LaЫtte                 シソ科                    1

ValeHanaceae             オミナエシ科            1      1
2573I53858

ん
""ぉ
″               ヨモギ属

巌It“ I…
…………………… …………ジ夢締 直学………

 ……………‐Ⅲ…………… ………………………… ……………………

Monolate type spo"         単条溝胞子

三条溝胞子Trilate type spore

Arboreal pollen

ArboreJ・ Nonttoreal pouen     樹木・草本花粉

NomttoreJ pouen          草本花粉

樹木花粉

t鮒鵠どI… ………………1驚為務……… ………b… 1… 16… …b……■
…j…ケ…

'シダ植物胞子Fen spore

←) ←) ←) ←) ←) (― ) ←)
←) 0 ←) ←) ←) ←) (‐ )

表 55 星原遺跡における花粉分析結果②

分類群 SE01(井戸底部の埋土)

1   2   3学名 和名

Al・boreJ pdlen       樹木花粉

…%留響グ :.″″fFfl_…… … …if_… … … … … … … 1‐ … … … … … _
Nonatbore」 POllen      草本花粉
Gl・alllheae        イネ科       1
Aphdeae           セリ亜科        1
Lctucddeac         タンポポ亜科     1
五雄物ぉ滋          ヨモギ属       1

Fern spore ンダ植物胞子

Mondate type spore     単条溝胞子      5   3

Trilate type spore 三条溝胞子          1
鮨 bore」 pdlen       樹木花粉       2   0   0
Al・ bore」・Nonarbore」 pdlen 樹木・草本花粉    0   0   0

Nonttbore」 pdlc・n      草本花粉

…
Ui面長黒肩ヽ Ыi覇

……………………
1繋♀∫1)西勢
‐……~…………

:…
……
1…
……‐
}

Fern spore シダlt●物胞子 5   4   1

Helminth eggs 寄生虫卵 (― )

明らかな消化残湾   (― )

… 187-



「

淋
T¬
イ コ ナ  ク
属 ナ ラ フ
|ラ 属  科
マ 属 ア  1
テ コ カ  イ
パ ナ ガ プラ
シ ラ シ ドクマ
イ 亜 亜 ウサメ
属 属 属 属科科

50    100% (花 粉総数が基数) 0
! l l : l : l : !

草本花粉

ア
カ カ ツチ
ヤ ザ リド  オ タ
ツ 科アフメ  ミ ン
リ lプネグセ ナ ポ
グソヒラソサ リシエ ポ
サバユナウ亜亜ソシ 亜
科属科科属科科科科 科

6ソ バ属

12.シ ダ植物   13.シ ダ植物
単条溝胞子    三条溝胞子

□ 花粉計数が 100個以上200個未満

‐ 花粉計数が200個 以上

模
式
柱
状
図

ヨ
モ
ギ
属

キ
ク
亜
科

ク

リ

ウハ″ス′レキ榔

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属

ロ
　
シ
ダ
植
物
胞
子

口

草
本
花
粉

■
　
樹
木
花
粉

桜島文明軽石

0。n_桜
島文明軽石

「丁
樹木花粉一
¬

● 2

03
04

05

,_r- f rx/ttfr

第 112図 K-10地点 (畝間)における花粉ダイアグラム

草本花粉

ヨ
モ
ギ
属

キ
ク
亜
科

タ
ン
ポ
ポ
亜
科

ロ
　
シ
ダ
植
物
胞
子

口
　
草
本
花
粉

■
　
樹
木
花
粉

チ
イ
科
|

イ  シ  ヨ
マヌ  イコ ナ   ク
ツガ  属ナ ラ  ワ

騨 垢伊 帯
讐と共 ス子努ヵプ

`奎44クγ墨整ラ」争
属科属り属属属属属科

50    100% (花 粉総数が基抑 0
1 i l : | : l : |

カ ツ
ヤ リ
ツアフ
リブネセ
グラソリ
サナウ亜
科科属科

-1- I v"*ffi

第 113図  K¨ 10東地点における花粉ダイアグラム

■
ヽヽ

1 `宅

晨ふ

2.4 +4 {*l_4 7+}ff+
_yt4t4

，

一
¨

l, `
3.コ ナラ属
アカガシ亜属

脅li

9.タ ンポポ亜科   10キ ク亜科   11ヨ モギ属

図版 4 星原遺跡の花粉・胞子

４

可

′
′
■

０
　
　
（

模
式
柱
状
図

4.カ エデ属

彎

8.セ リ亜科7.チ ドメグサ亜科

-188-

-10llm



り1。 な朦遺跡 1騒お |ザ檜赳光X線劣析
1。 試料

星原遺跡の発掘調査では、古代の道とされる遺構およびその上位で、数層の硬化面が確認され
た。

ここでは、硬化面の性格を明らかにする目的で、蛍光 X線分析による元素分析を試みた。分析試料は、

H-10北地点および H… 10南地点から採取された計 16点である。これらは、植物珪酸体分析に用いら

れたものと同一試料である。

2。 分析方法

エネルギー分散型蛍光X線分析システム (日本電子閉製,」SX3201)を 用いて、元素の同定および

ファンダメンタルパラメータ法 (FP法)に よる定量分析を行った。以下に分析の手順を示す。

1)試料を絶乾 (105℃ 。24時間)
2)メ ノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

3)試料を塩化ビニール製 リング枠に入れ、圧力 15t/⑦でプレスして錠斉J試料を作成

4)測定時間 300秒、照射径 20rnm、 電圧 30keV、 試料室内真空の条件で測定

3。 分析結果

各元素の定量分析結果 (wt%)を表 1に示し、各試料の主要元素含量を図 114に示す。

(1)H-10北地点
桜島文明軽石直下層 (試料 1)か ら霧島御池軽石混層 (試料 8)ま での層準について分析を行った。

このうち、試料 1が硬化面 ―上、試料 3が硬化面 ―中、試料 5が硬化面
―下である。

分析の結果、各試料とも珪酸 (Si02)の 含量が 53.1～ 58.7%と 卓越 しており、次いでア
ルミニウ

ム (A1203)が 24.5～ 28.5%、 鉄 (Fe203)が 9・ 2～ 10.0%の順となっている。硬化面とその他の試

料との上ヒ較では、とくに明瞭な差異は認められなかった。これは、カルシウ
ム(CaO)や マンガン(MnO)

など、その他の元素についても同様である。

(2)H-10南 地点
桜島文明軽石直下層 (試料 1)か ら霧島御池軽石混層 (試料 8)ま での層準について分析を行った。

このうち、試料 1が硬化面 ―上、試料 3が硬化面 ―中、試料 5が硬化面 ―下である。

分析の結果、各試料とも珪酸 (Si02)の 含量が 53.0～ 62.6%と 卓越 しており、次いでア
ル ミニウ

ム (A1203)が 17.3～ 29。 1%、 鉄 (Fe203)が 9。3～ 11.8%の順となっている。硬化面とその他
の試

料との比較では、とくに明瞭な差異は認められなかった。これは、カ
ルシウム(CaO)や マンガン(MnO)

など、その他の元素についても同様である。

4。 考察

蛍光 X線分析の結果、硬化面とその他の試料との比較では、元素組成や含量にとくに明瞭な差異は

認められなかった。したがって、硬化面については他所から成分の異なる異質な土壌が持ち込まれ
た

可能性は低いと考えられ、何らかの硬化斉Jが混入された可能性も低いと考えられる。
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表 56 星原遺跡における蛍光X線分析結果

H101ヒ H10南

第 114図 各試料における主要元素含量

原子No 化学式

H101ヒ H10南

6 7 1234567_8

1l  Na20

12  M90

13  A1203

14  Si02

15  P205

16  S03

19  K20

20  Ca0

22  Ti02

23  V205

25  MnO

26  Fe,03

H6“

0[静

[謝

25.01   24.50   27.83   24.74   28.50   28.08   27.15   26.42

58.64   58.71   55.86   58.06   53.29   53.39   53.09   53.85

1,08    1.12    1.02    1.11    1。 20    1.17    1.07    1.25

0.74    0。 77    0。 71    0.76    0.74    0.77    0。 68    0。 48

1.00    0.98    1.04    1.02    1.12    1.23    1.13    1.09

3.04    3.26    3.01    3.24   2.76    2.67    2.92    3.14

0。 96    0。 93    0.90    0。 92    0。 96    0。 98    1.06    1.03

0,04    0,04    0.03    0.02    0,05    0.03    0.05    0.05

0.27    0。 28    0.28    0。 30    0。 30    0.26    0.31    0.29

9。 20 9.42 9。 31 9.83 9.93 9.92 9。 95 9.85

L22      1

24。 48   17.26   26.65   25。 26   26.40   27.36   28.85   29.111

58.37   62.60   55.41   57.03   53.87   53.03   53.86   54.04

1.20    1.38    1,27    1.22    1.07    1.01    1.07    0。 65

0.76    0,78    0。 72    0。 74    0,73    0。 62    0.61    0.50

0。 90    0.99    0.89    0.87    1.02    1.29    1.23    1.20

3.27    3.61    3.00    3.04    3.14    2.61    2.71    2.58

0。 94    1.14   0.98    1.01    1.08   1.14   0.96   0。 97

0.04    0.06    0.04    0.03    0.06    0,05    0.05    0.02

0。 31    0.31    0。 30    0.29    0.29    0。 27    0.32    0.10

9.74 11.83 10。73 10.51 11。 12 10.86 10.33 9.32
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輻 脩膵 ド鰺蜀贖濶鍼
第 1節 遺跡の立地と環境変遷 1通のもヽマ
星原遺跡は低位段丘面に位置し、遺跡中央には浅い谷 (流路跡)が通り、背後には成層シラス面が

ある。遺跡の大半が丘陵と微高地に挟まれた部分にあたる。当地は御池軽石降灰後、周辺には草原的

なところもありながら、遺跡ではヨシ属などが生育する湿地的な環境であった。その後、乾燥化が徐々

に進み、メダケ属などが生育する草原的な環境へと変化している。

第 9節 縄文時代について
星原遺跡では縄文前期から中期にかけての遺物が御池軽石の下から見つかっている。主体を占

める

のは深浦式土器である。その他に船元式土器や春日式土器が出土している。遺構は集石が 12基検出

されている。集石は直径 0。6m以下で小礫が集中する小型のもの (明確な掘込を持たない)と、規模

が 2m前後で、拳大の礫が密集する大型のもの (掘込を持つ)と 、規模が lm～ 2mで礫が散石する

ものと、少数の礫が散石するもの、の 4タ イプに分けられ、小型のものは焼土を伴うものもある。こ

の焼土は、調査当初アカホヤ火山灰に類似していたため、アカホヤ火山灰まで掘り込んだ遺構か、掘

り上げたアカホヤであると考えられたが、確認 したところアカホヤ火山灰層まで掘り込んだ痕跡は認

められず、また、遺跡内でもアカホヤまで掘り込まれた形跡は見当たらなかった。また、土壌
の質も

アカホヤ火山灰とは異なることから焼土であると判断した。これらの集石と遺物は調査区東の丘陵
ヘ

と続いており、すぐ背後にあたる田谷
0尻枝遺跡の斜面から中期の陥し穴が見つかっていることなど

を考え合わせれば、当時は丘陵から丘陵の裾にかけてを生活の場として利用していたと思われる。「あ
・

い」区および「う・え」区の境でも御池軽石より下の調査を行ったが、遺物
0遺構は見つかっていな

い。要因としては、調査区南西には湧水地があり、なおかつ、地形的に丘陵裾から西は浅
い谷は見ら

れるものの、ほぼ平坦であることが挙げられる。「あ
。い」区および「 う。え」区の境のトレンチでは、

御池軽石堆積以前の谷は幅が狭 く深いものであり、生活を営むには急傾斜で狭い範囲であ
ったためと

考えられる。

御池軽石が堆積 した後は、縄文時代後期・晩期の遺物が見つかっている。遺物の大半 (特に土器)

が調査区南西の「か」区から出土している。土器のほかに土掘具と思われる有肩石斧など
の石器もこ

の時期のものと考えられ、有肩石斧と粗製剥片石器が 148に接合する土器片の近くで、4点ほど出土

している。また、検出状態は良好とはいえないものの、遺構として土器を伴う土坑と思われるも
のを

2基検出している。

第 3節 弥菫時代から奮墳時代について
星原遺跡では弥生時代前期～後期にかけての遺物が多く出土 している。出土量は多くな

いものの、

弥生時代以降にカクランを受けたと思われるPoQ-6区周辺に中期の上器が集中して分布 している。

入来Ⅱ式の甕や、丹塗りの土器の他、脚台付壷などが出土している。この脚台付壺に
ついては現在の

ところ類例が認められないため、形式等は不明であるが、その特徴から入来Ⅱ式の影響を強く受けて

いると思われる。最も出土が多かったのは弥生時代後期の遺物である。谷部や、西北部の微高地で甕

や壷などが多く見つかっている。甕の大半にはススが付着 し、煮炊きをした痕跡が残され、また、完

形品や残存状態のよいものが多い。また、壷は線亥」のあるものも見受けられた。遺物が多量に出上し

ているにもかかわらず、弥生時代の遺構はI-11区で見つかった埋設壺だけである。この壺は土坑を掘っ

て土器を埋めてしまうのではなく、穴に壺を横たえたもので、埋められていない壷上部のみが激しく

風化 していることから、そのままの状態で放置されたものと思われる。遺物の出土分布や状態を考え

合わせると、当該期の遺構は遺跡西の微高地部分に営まれた可能性が高く、遺物はそこから
の流入と

考えられる。

古墳時代の遺構は竪穴住居跡が 4軒検出された。横市地区では母智丘原第 2遺跡
0牧の原第 2遺跡傷

鶴喰遺跡・横市中原遺跡などで古墳時代の竪穴住居跡が見つかっている。竪穴住居の形態に
ついては

中尾遺跡の報告の中でまとめられているが、中尾遺跡と母智丘原第 2遺跡は隅丸方形のプランに 4本
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の主柱と壁帯溝を持つ。牧の原第 2遺跡は菱形のプランに 2本の主柱を壁際に、中央に炉を持つ。中

尾遺跡は方形で中央に 2本の主柱と炉、そして壁帯溝が巡る。鶴喰遺跡は主に 4本の主柱とカマドと

炉を持つものが主体であり、住居の切り合い関係から、大筋では楕円形プランのものから方形プラン

ヘと移行していると考えられている。また、横市中原遺跡は方形プランに 4本柱のものと、間仕切り

をもつ方形プランに 2本柱である。星原遺跡は SA05が 4本柱で壁帯溝をもつ大型の隅丸方形プラン

で、SA06は 2本柱に壁帯溝を持つ隅丸方形プラン、SA04は 2本の主柱の隅丸方形プランで、SA08
は隅丸方形プランで中央に炉を持ち主柱は 4隅にあったと思われる。

星原遺跡で最も遺物の多かった SA05の 甕は、胴部の刻目突帯から回縁部が内湾もしくは内湾気味
で、口縁部から胴部の刻目突帯までの長さが長い。円盤状の厚い底部でやや丸底気味の底部である。

高不は直線的で聞径に対 し深さは浅い。増は頸部から回縁部までと底部までの長さがほぼ同じで、胴

部の張りより回径がやや大きい。SA06では甕は円盤状の厚い平底で、回縁部は胴部の亥J目突帯から
大きく広がるが全体的には内湾気味で、粘土輪積跡が残るが突帯からの長さも長い。高琢は丸味をお

び、口唇部が平垣である。甕の器面に輪積痕が残ることを考えれば SA05→ 06の可能性も考えられる
が、4軒に大きな時間差は無く、ほぼ同時期のものと考えられる。また、星原遺跡では残念ながら須

恵器が 1点 も出土 していない。そして、SA08の床面から出上した炭化物の放射性炭素年代測定を行っ

たところ、AD340、 SA08内 の炭化物については AD400と いう年代が得 られている。竪穴住居の形
態と遺物の特徴からみて、星原遺跡は中尾遺跡より新 しく鶴喰遺跡より古い時期で、より中尾遺跡に

近い時期であると思われる。今塩屋毅行 0松永幸寿氏の編年の 3期から4期にあたるものと思われる。

第 4節 奮代について
星原遺跡で最も多かったのは古代の遺構と遺物である。そこで、これらの時期と、遺跡における変

遷について検討 してみたい。まず、各遺構のまとまりを考え、それからそれぞれの関係を見ていく。

畝状遺構 :調査区のほぼ企域から100条を超える畝状遺構が見つかった。北部畝状遺構については

畝境を確認することができなかったが、谷部畝状遺構では畝境と思われる短い畝状遺構によって 10本

前後のまとまりを捉えることができる。畝境と思われる位置と、境で区切られた単位の方向を見てい

くと、これらが時期の違いではなく地形の影響を受けたものである可能性が高い。また、畝状遺構同

士の切り合い関係がほとんど見受けられず、平行に等間隔で畝間が認められるため、谷部畝状遺構は

同時期に一斉に造られた可能性が高い。北部畝状遺構と谷部畝状遺構の関係であるが、畝幅や畝間の

間隔をみても非常に共通性を持っていることから、同時期かそれに近い時期に造られた可能性が高い。

ここで少 し宮崎県下の畠跡について触れておく。宮崎県下の畠跡については久本田浩子氏によって

詳 しくまとめられている。宮崎県でこれまで古代から近世の畠跡が見つかっている。横市地区でも、

中世の畠跡が中尾山 0馬渡遺跡や中尾遺跡 0横市中原遺跡などで見つかっている。久本田氏の分析に

よれば「畠 (畑)の畝の形状が大きいものが古代、小さいものが中 0近世に大別できる」とされてい

る。星原遺跡の畠跡は、古代の遺構に挟まれるように検出されていることから古代の畠であると考え

られ、久木圏氏の分析にも該当するものである。

では、これらの畠で何が作られていたのかという点であるが、詳しくは第 4章で述べた。植物珪酸

体分析では少量のイネが、花粉分析ではアブラナ科の花粉が検出されている。これらが星原遺跡の畠

跡で栽培されていたいたかどうかは断定できない。特にイネについては上層から検出されていないた

め可能性はあるものの、苗床に藁等を敷いていた可能性も考えられる。

掘立柱建物跡 :星原遺跡では 13棟の掘立柱建物跡が見つかっている。このうち「か」区の SB01～
04については建物の方位や規模、配置を見ても一つの建物群として捕 らえることができる。調査区

外へ伸びることと、包含層が削平を受けており、また、遺構内から時期を特定できるような遺物がほ

とんど出土 しておらず、遺跡内の他の遺構と重なることが無いため関係性が不明である。しかしなが

ら、当E寺の地形を考えると遺跡内最も高い所に位置していたと思われ、「コ」字状に建物が配置され

ていることについては注目しておきたい。その他の建物は、SB01～ 04ほ どの規格性は認められな
いものの 4棟ほどがまとまって配置されている。

道路状遺構 :星原遺跡では 2方向の道路状遺構が確認された。特に調査区北側で検出された道路状
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遺構は中央の硬化面の左右に大量の御池軽石を含む層を伴っており、特に谷部の低い部分を嵩上げす

るように認められること、周辺から御池軽石が流入するような場所が無いことから、これが人為的な

ものである可能性が非常に高い。また、これらの土壌が別の場所から搬入された形跡が無いことから、

遺跡内あるいはごく周辺から持ち込まれたものと思われる。これらの道路状遺構と他の遺構が切り合

い関係を持っているため、星原遺跡での変遷の一端をたどることができる。南北方向に走るSF05は

SB15よ り新 しい可能性がある。そして、SF05は畠跡よりも新 しいものである。この畠跡より古い

のが東西方向に伸びるSF09で あり、SBllで ある。SF05と SB05 0 06 0 08 0 13、 SA07の 方位軸は

ほぼ同じで、位置的に平行関係である。また、SB08が SF05に 伴う建物であるとするならば、これ

らは共に畠跡よりも新 しい段階に構築されたと考えられる。よって、星原遺跡の古代で最も古いと思

われる遺構群は SB09～ 11014015と、これに平行する畠跡よりも古い SF09・ 10で あると考えられる。

そして、次にこの道路状遺構 (SF09)を破壊 し、調査区企域を畠跡として短期間一斉に利用 し、そ

の後、SF05お よびSB060 080 130 05と これらに平行するように通る SF03が構築されたと思われる。

南西部の SB01～ 04が このどの時期にあたるのかは不明であるが、建物群と道路状遺構が同時存在

すると考えた場合、最も古い SF10の 段階かあるいは最も新 しい SF02の 段階が考えられ、建物や柱

穴の規模から考えると、最も新 しい時期である可能性が高い。また、道路状遺構を伴わないとすれば、

畠跡と同時期にあたる可能性も考えられる。時期については、畠跡より新 しいと考えられるSA07の

土坑内から炭化物が出土 しており、この放射性炭素年代測定を行ったところ AD900と いう年代が与

えられている。また、古代包含層出土の土師器の特徴から見ても、9世紀後半から 10世紀前半のも

のと考えられる。

星原遺跡では縄文時代中期には確実に生活の場として利用され始め、弥生時代まで生活空間の一部

として使用されていた。古墳時代中期には小規模ながら集落が営まれ、平安時代 (9世紀後半から10

世紀前半)に は、短期間で居住 。生活空間から畠跡という生産の場へ、そしてまた、居住
。生活の場

へと移り変わり、15世紀後半には畠跡として、江戸時代初頭では集落として、そして現代では水圏

としてこの地は利用され続けてきたことになる。
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スナップ① 作業風景 スナップ② 作業風景

二暮

「
スナップ③ 吹雪の中で スナップ④ 作業風景

スナップ⑤ 調査指導風景 スナップ⑥ 調査指導風景

スナップ⑦ 遺跡見学会風景
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図版 5

X層遺構配置

Q-6区 付近遺物出土状況 SS12

SS01 SS06

SS08 SS07
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図版 6
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図版 7

古墳時代遺構配置 SA05 0 04完堀状況

SA05完堀状況 SA05増 (103)出土状況

SA05甕 (84)出土状況 SA05高塚 (94)出土状況

SA05高塚 (96)出土状況 SA05小型甕 (86)出土状況
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SA04埋土堆積状況 SA04完堀状況

SA06甕 (124)底部出土状況

SA06甕 (118)出土状況 SA06磨石 (127)

SA08完堀状況 SA08埋土堆積状況
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図版 9
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SA05出土甕 (84) SA05出土甕 (85) SA05出土小型甕 (86) SA05出土増 (103)

SA05出土高杯 (94) SA05出土高杯脚部 (99097098) SA05出土靖 (104)および
ミニチュア土器 (1000101・ 102)

88

SA05出土甕 (88) SA04出土高杯 (77)

134

SA08出土甕 (129) SA08出土高杯 (133)および
ミニチュア土器 (134・ 135)

121

SA06出土高杯 (121)

123

135

SA06出土増 (123)
および高杯脚部 (122)

SA06出土甕

古墳時代住居跡出土遺物

SA05出土甕底部(88)の モミ圧痕

SA06出土甕 (118)
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図版 10
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図版 11
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P-6区 遺物出土状況

弥生土器出土状況 (219) 弥生土器出土状況 (222)

弥生土器出土状況 (226) 鉄製紡錘車出土状況 (439)

埋設壺検出状況 (76)              炭化クリ出土状況

弥生時代・古墳時代遺物出土状況
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図版 12
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図版 13
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図版 14

北部畝状遺構 (北から) 谷部畝状遺構 (北から)

谷部畝状遺構 (西から)

畝状遺構とその他の古代の遺構 SA04内 に残る畝状遺構

SA05内 に残る畝状遺構

畝状遺構の境 南西部の畝状遺構

畝状遺構内小P忙完掘状況

古代畝状遺構・溝状遺構

0-8区  畝状遺構と SD06 L-9区  畝状遺構

SA05内 畝状遺構完掘状況畝状遺構完掘状況
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